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【
目
次
】

は
じ
め
に

1
．
東
福
寺
二
七
三
世
願
海
守
航
と
は

2
．
興
昌
寺
蔵
朝
鮮
通
信
使
関
係
詩
箋
貼
交
屏
風
に
つ
い
て

（
1
）
翻
刻　

（
2
）
解
題

3
．
朝
鮮
槐
園
が
描
い
た
山
水
図
に
つ
い
て

4
．
対
馬
以
酊
庵
で
の
願
海
守
航

ま
と
め

は
じ
め
に

香
川
県
観
音
寺
市
興
昌
寺
（
臨
済
宗
東
福
寺
派
）
に
は
一
双
の
金
屏
風
が
伝
わ
っ
て

お
り
、
そ
こ
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
漢
詩
文
が
寄
せ
ら
れ
た
詩
箋
や
贈
答
目
録
、
絵

画
等
併
せ
て
五
十
七
枚
が
貼
り
交
ぜ
ら
れ
、
そ
の
筆
跡
の
大
半
は
江
戸
時
代
最
後
の

朝
鮮
通
信
使
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
一
葦
上
人
や
樵
隠
禅
師
に
宛
て
て
詠

ま
れ
た
詩
箋
が
数
多
く
、
一
葦
上
人
と
は
す
な
わ
ち
東
福
寺
二
七
三
世
願
海
守
航
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
願
海
守
航
は
対
馬
以
酊
庵
へ
碩
学
僧
と
し
て
選
ば
れ
、
幾

度
か
輪
番
で
滞
在
し
て
い
る
。
東
福
寺
か
ら
の
出
向
で
対
馬
へ
滞
在
し
て
い
た
こ
と

は
確
か
に
文
書
で
確
か
め
ら
れ
る
願
海
守
航
で
は
あ
る
が
、
文
化
度
の
朝
鮮
通
信
使

が
対
馬
へ
来
た
一
八
一
一
年
に
は
東
福
寺
月
耕
玄
宣
が
輪
番
で
対
馬
へ
赴
い
て
お

り
、
東
福
寺
僧
の
職
位
や
対
馬
以
酊
庵
輪
番
の
時
期
な
ど
を
記
し
た
『
東
福
寺
誌
』

に
は
願
海
守
航
が
そ
の
時
に
以
酊
庵
へ
滞
在
し
た
か
の
記
載
は
な
く
、
そ
こ
に
は
彼

が
初
め
て
対
馬
以
酊
庵
へ
輪
番
し
た
の
は
二
年
後
の
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
か
ら
と

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
願
海
守
航
の
対
馬
以
酊
庵
に
お
け
る
滞
在
時
期
は
不
明
な
点
が

多
い
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
が
、
本
稿
を
記
す
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま

で
本
屏
風
（
以
下
興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
）
に
つ
い
て
は
観
音
寺
市
の
郷
土
史
家
を
中
心
と

し
、
檀
家
衆
ら
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
興
昌
寺
誌
』（
二
〇
一
四
年
三
月
）
に
願
海
守

航
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
金
屏
風
の
全
図
を
掲
載
し
、
七
枚
の
詩
文

が
翻
刻
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
お
寺
の
関
係
者
を
は
じ
め
、
観
音
寺
市
の
郷
土
史
家

に
は
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
実
見
調
査
を
経
て
、
願
海
守
航
の
足
取

り
に
つ
い
て
知
り
得
た
い
く
つ
か
の
新
知
見
が
あ
っ
た
の
で
こ
こ
に
資
料
紹
介
と
並

行
し
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

加
え
て
、
そ
の
他
の
類
似
作
例
と
し
て
存
在
す
る
相
国
寺
慈
照
院
蔵
朝
鮮
通
信
使

関
係
詩
箋
貼
交
屏
風
（
以
下
慈
照
院
朝
鮮
屏
風
）
と
の
比
較
検
討
も
行
い
、
双
方
に
存

在
す
る
「
朝
鮮
槐
園
」
の
落
款
が
付
さ
れ
た
山
水
図
の
様
子
と
筆
者
で
あ
る
卞
持
漢

（
槐
園
）
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
鑑
み
つ
つ
、
私
見
を
述
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

槐
園
は

山
で
活
動
し
、
武
任
職
に
あ
り
な
が
ら
、
作
画
し
た
人
物
で
あ
る
。
興
昌

寺
朝
鮮
屏
風
に
は
こ
の
槐
園
が
描
い
た
山
水
図
二
枚
と
も
に
判
事
と
し
て
対
馬
へ
来

島
し
た
清
翁
・
秦
東
益
が
賛
を
寄
せ
て
お
り
、
周
辺
の
作
例
と
の
比
較
検
討
を
試
み
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た
い
。

１
．
東
福
寺
二
七
三
世
願
海
守
航
と
は

さ
て
、
こ
こ
で
主
題
に
す
る
東
福
寺
二
七
三
世
に
上
っ
た
願
海
守
航
と
は
ど
の
よ

う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。『
興
昌
寺
誌
』に
よ
る
と
願
海
は
法
号
で
守
航
は
諱
と
い

い
、
号
は
一
葦
、
樵
隠
と
い
う①
。
観
音
寺
市
旧
坂
本
郷
の
大
庄
屋
「
米
谷
家
」
の
出

身
で
あ
り
、
は
じ
め
は
四
国
か
ら
岡
山
総
社
へ
渡
り
、
臨
済
宗
東
福
寺
派
寶
福
寺
へ

入
門
。
寶
福
寺
は
備
中
に
有
力
な
禅
宗
寺
院
で
あ
り
、
四
国
か
ら
岡
山
総
社
は
海
を

隔
て
て
い
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
対
岸
に
あ
た
る
。
な
お
画
聖
雪
舟
が
こ
こ
で
小
僧
を
し

て
い
た
お
り
に
涙
で
鼠
の
絵
を
描
い
た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
備
中
神
應
寺
も
地
縁

で
あ
ろ
う
か
。
以
下
『
東
福
寺
誌
』
に
よ
れ
ば
、

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
十
二
月
十
一
日
、
備
中
神
應
寺
公
帖
を
う
く
。

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
正
月
十
二
日
、
真
如
寺
公
帖
を
う
く
。

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
二
月
二
日
、
以
酊
庵
（
対
馬
）
に
赴
任
、
日
韓
書
契
を

司
る
。（
帰
洛
年
月
不
詳
）

文
政
八
年
（
一
八
二
六
）
三
月
十
四
日
、
東
福
寺
へ
入
寺
。
十
二
月
十
二
日
、
南

禅
寺
住
の
公
帖
を
う
く
。

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
二
月
十
四
日
、
以
酊
庵
に
赴
任
、
日
韓
書
契
を
司
る
。

（
文
政
一
二
年
六
月
八
日
帰
洛
）

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
四
月
、
以
酊
庵
に
赴
任
、
日
韓
書
契
を
司
る
。

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
四
月
十
六
日
、
東
福
寺
に
再
住
。

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
八
月
二
十
八
日
（
十
四
、二
十
四
と
も
）
に
七
十
三
歳

で
寂②
。 

白
石
虎
月
『
東
福
寺
誌
』
よ
り

の
ち
臨
済
禅
の
つ
な
が
り
か
ら
相
国
寺
山
外
塔
頭
真
如
寺
、
南
禅
寺
な
ど
で
公
帖

を
受
け
、
そ
の
後
以
酊
庵
輪
番
を
務
め
た
あ
と
に
東
福
寺
二
七
三
世
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
興
昌
寺
に
は
天
保
十
四
年
八
月
に
法
華
会
法
要
の
た
め
に
、
本
山
か
ら
下

向
中
、
二
十
八
日
に
病
に
て
示
寂③
。
興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
の
来
歴
に
つ
い
て
は
興
昌
寺

の
「
日
課
祠
堂
過
去
帳
」
二
十
二
日
の
項
に
よ
れ
ば
「
清
室
貞
鑑
大
姉　

金
五
両
並

ビ
ニ
金
屏
風
一
双
寄
付
」
と
い
う④
。
清
室
貞
鑑
大
姉
と
は
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に

亡
く
な
っ
た
郷
里
の
母
を
指
し
、
寺
内
に
も
墓
地
が
あ
る
。
こ
の
菩
提
寺
で
の
法
華

会
の
際
に
願
海
が
持
参
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
願
海
の
母
を
主
題
に
寄

せ
た
詩
箋
（
№
37
・
38
）
が
屏
風
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
№
37
）
李
顕
相
筆　
　

 　
（
№
38
）
李
文
哲
筆

な
お
、
興
昌
寺
の
ほ
か
に
東
福
寺
の
自
坊
大
機
院
に
も
願
海
守
航
の
墓
石
が
現
存

す
る
。
墓
石
に
は
江
戸
時
代
後
期
の
大
機
院
三
住
職
「
月
耕
大
和
尚
」「
願
海
大
和

尚
」「
三
嶽
和
尚
」
が
一
つ
の
墓
石
に
合
葬
さ
れ
て
お
り
、こ
の
中
で
月
耕
大
和
尚
は

月
耕
玄
宣
（
？
〜
一
八
一
二
年
対
馬
以
酊
庵
寂
）
を
指
す
も
の
と
思
し
い
。
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東
福
寺
大
機
院
所
在　

願
海
守
航
墓

（
表
）「
月
耕
大
和
尚
／
願
海
大
和
尚
／
三
嶽
和
尚
」　
（
側
）「
月　

文
化
九
年
壬
申
五
月
十
三

日
／
願　

天
保
十
四
年
癸
卯
八
月
念
四
日
／
三　

天
保
十
三
年
壬
寅
四
月
二
十
四
日
」

２
．
興
昌
寺
蔵
朝
鮮
通
信
使
関
係
詩
箋
貼
交
屏
風
に
つ
い
て

興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
は
文
化
度
朝
鮮
通
信
使
か
ら
贈
ら
れ
た
詩
箋
を
中
心
に
集
め
た

も
の
で
あ
り
、
正
使
・
副
使
を
は
じ
め
、
製
述
官
（
文
化
度
に
は
従
事
官
の
職
位
は
な

し
）、
判
官
・
学
士
な
ど
が
以
酊
庵
輪
番
僧
等
に
宛
て
た
詩
文
が
貼
ら
れ
、
そ
の
他
、

そ
れ
に
附
属
し
て
通
信
使
そ
の
人
の
作
例
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
朝
鮮
人
の
手
に
な

る
和
歌
や
絵
画
も
含
ま
れ
て
い
る
。文
化
度
の
朝
鮮
通
信
使
の
行
程
は
以
下
で
あ
る
。

自
離
発
復
路
至
各
様
日
字　

二
月
十
二
日
辞
朝　

三
月
初
一
日
到
東
莱
府　

初
三
日
下

山　

二
十
二
日
乗
船
還
下
陸　

閏
三
月
十
二
日
発
船
到
対
馬
島
佐
須
浦　

二
十
九
日
到
対
馬
島
府
中　

四
月
初
九
日
江
戸
熟
供
依
江
戸
例　

十
五
日
江
戸
上
使
到
対
馬
島
府
中　

五
月
初
一
日
江
戸
副
使
到
対
馬
島
府
中　

十
三
日
江
戸
使
臣
来
伝
関
白
労
問
之
言　

二
十
二
日
伝　

国
書　

二
十
六
日
江
戸
設
宴
依
江
戸
例　

六
月
初
一
日
江
戸
檜
折
依
大
坂
城
例　

十
一
日
江
戸
檜
折
依
岡
崎
例　

十
五
日
受
回
答
書　

十
八
日
江
戸
熟
供
依
江
戸
例　

十
九
日
対
馬
島
下
船
宴
同
日
江
戸
使
臣
乗
船
発
行　

二
十
一
日
別
下
程　

二
十
四
日
上
船
宴
櫂
停　

二
十
五
日
乗
船　

二
十
七
日
発
船　

七
月
初
二
日
還
泊

山
浦　

初
六
日
還
次
東
莱
府　
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十
一
日
復
路
両
使
同
到
密
陽
分
路　

二
十
五
日
両
使
興
仁
門
外
止
宿　

二
十
六
日
復
命

柳
相
弻
著
『
東
槎
録
』
よ
り

と
あ
り
、
朝
鮮
通
信
使
一
行
は
一
八
一
一
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
六
月
二
十
四
日
の

間
、
対
馬
府
中
に
滞
在
し
て
い
る
。
三
百
三
十
六
名
が
来
日
し
て
お
り
、
対
馬
で
は

府
中
を
拠
点
に
以
酊
庵
な
ど
で
輪
番
僧
や
日
本
側
接
待
役
と
の
交
流
の
時
間
を
過
ご

し
た
。
以
下
に
興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
の
資
料
翻
刻
と
解
題
を
記
す
。

（
１
）
翻
刻

興
昌
寺
蔵
朝
鮮
通
信
使
関
係
詩
箋
貼
り
交
ぜ
屏
風
の
概
要
は
以
下
で
あ
る
。

文
化
度
朝
鮮
通
信
使
（
六
作
の
合
作
含
め
四
十
八
作
）

文
化
度
朝
鮮
通
信
使
以
外
の
朝
鮮
人
（
四
）

日
本
側
接
待
者
（
三
）

未
詳
の
も
の
（
三
）

合
計
詩
箋
五
七
枚
（
詩
文
五
八
作
、
絵
画
三
枚
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
凡
例
）

一
、【
№
】
の
数
字
は
調
査
の
際
に
筆
者
が
付
し
た
番
号
で
あ
る
。

一
、【
1
】
か
ら
【
30
】
が
一
隻
、【
31
】
か
ら
【
57
】
が
一
隻
で
あ
り
、
屏
風
は
一
隻
ず

つ
の
全
図
を
載
せ
、
個
別
の
画
像
は
絵
画
を
除
き
割
愛
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
的
に
表
現
に
従
っ
て
旧
字
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一
、
□
は
不
詳
、
※
は
筆
者
に
よ
る
註
。

一
、
印
章
は
囲
い
文
字
と
し
て
示
し
た
。

一
、
改
行
は
本
文
に
従
い
、
再
現
し
た
。
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■興昌寺蔵朝鮮通信使関係詩箋貼交屏風の概要
姓名（職位）字、号、年齢※不詳のものは省略 【№】（数）〇は絵画の賛

正使
金履喬（通政大夫・吏曹参議・知製教）字公世・号
竹里　四十八歳

50（1）

副使
李勉求（通訓大夫・弘文館典翰・知製教）字子余・
号南霞　五十五歳

4.30（2）

一堂上
玄義洵（知中枢府事）字敬夫・号坦坦軒　四十七歳
…玄玉泉か

27.43.56（3）

二堂上 玄　（大護軍）字陽元・号一遅　五十五歳 23.44（2）
三堂上 崔昔（同知中枢府事）字明遠・号菊斎　四十四歳 ―
製述官 李顕相（奉常寺僉正）字相之・号太華　四十二歳 1.2.916.24.42.55.57（8）
正使書記　 金善臣（幼学）字季良・号清山　三十七歳 3.11.22.34.37.45.53（7）
副使書記 李明五（通徳郎）字士緯・号泊翁　六十二歳 7.10.57（3）

上判事
卞文圭（前判官）字玉汝・号梅軒　四十歳 ―
崔仁民（前主簿）字章叔・号聴碧　四十三歳 ―

漢学上判事 李儀龍（前正）字雲卿・号滄海　六十五歳 52（1）

次上判事
金祖慶（上房乾粮官）字子裕・号晩翁　三十歳 17.33（2）
秦東益（前判官）字直哉・号清翁　三十歳 12.25.㉖ .41.47.48（6）

押物判事
趙行倫（副司猛）字明五・号逸庵　三十七歳 ―
洪得俊（前判官）字仲緯・号経園　三十七歳 ―

医員
金鎮周（副司勇）字汝安・号活玄斎　四十五歳 ―
朴景郁（副司猛）字聖拝・号従五所　四十四歳 ―

写字官 皮宗鼎（上護軍）字子童・号東岡　四十九歳 ―
画員 李義養（副司果）字爾信・号信園　四十四歳 ―

正使伴 李文哲（太学上舎生）字君善・号菊隠
5.8.11.18.28.31.32.38.39.
40.49.54（12）

正使軍官 李勉玄（尚衣院主簿）字季淵・号蒼崖 20（1）
副使軍官 李運植（前内乗）字士廣・号笑囮 21（1）

その他、朝鮮の人物
朴徳源（訳官）字聾窩・号悳源 14.19.29.46（和歌 4）
卞持漢（ 山武任職兼絵師）号槐園 26.48（絵画 2）

日本側接待者
草場 （幕府儒官古賀精里に同行）号珮川、棣芳ほ
か 二十五歳

13（絵画 1）

石川剛（侍読）小倉藩士 35-36.51（2）
不明のもの 6.15.（2）

※朝鮮通信使については金履喬『辛未通信日録』、柳相弻『東槎録』を参照
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【
1
】
縦
27
・
8　

横
14
・
1
（
㎝ 

以
下
省
略
）

筆
者

：

李
顕
相
よ
り
願
海
守
航
へ　

奉
別

一
葦

誰
為
亭
々
即
□
華
烟
海

山
深
霞
辺
高
賢
宝
載

松
竹
通
三
□
応
□
□

青
架
□ 

椽 

林
下
己
叩

蘭
気
馥
雨
中
堪
愛
□

痕
鮮
ヶ
□
己
矣
勝
即

□
是
抱
新
□
写
□
箋

　

太
華
山
人 

相
之

※
一
葦
…
願
海
守
航
、
東
福
寺
二
三
七
世
。

【
2
】
縦
31
・
0　

横
47
・
2

筆
者

：

李
顕
相
よ
り
以
酊
庵
長
老
へ

奉
次

酊
庵
長
老　

紛
郁
流
霞
満
赤
城

冷
然
風
露
腋
邊
生

名
区
借
問
誰
為
主

自
是
山
人
管
大
瀛

　

通
信
製
述
太
華
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山
人
酔
稿　
（
白
文
方
印
）
李
顕
相
印

※
製
述
太
華
…
李
顕
相
（
製
述
官
）

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
８
ｐ
所
載

※
「
城
」「
生
」「
瀛
」
韻
は
№
20
・
53

【
3
】
縦
36
・
2　

横
47
・
9

筆
者

：

金
善
臣

　

朝
鮮
人
（
白
文
方
印
）
金
善
臣
印

茶
烹
蟹

蜆
之
不

律

磨

側
理
虚

下
写
烏

絲
水
楷

※
金
善
臣
…
正
使
書
記
、
号
清
山

【
4
】
縦
２
９
０　

横
24
・
9

筆
者

：

李
勉
求
よ
り
以
酊
庵
長
老
へ

以
酊
庵
長
老

　

薬
果
拾
立

　

胡
桃
壱
帒

　

栢
子
一
帒

　

黄
栗
一
帒

　

薏
苡
弐
斤

　
　

五
月　

日
通
信
副
使

※
薬
菓
…
小
麦
を
練
っ
た
中
に
蜜
を
入
れ
て
油
で
あ
げ
た
朝
鮮
の
伝
統
菓
子
。

※
薏
苡
…
ヨ
ク
イ
。
は
と
む
ぎ
。

※
通
信
副
使
…
李
明
五
（
通
徳
郎
）
字
士
緯
・
号
泊
翁
。

【
5
】
縦
30
・
0　

横
32
・
5

筆
者

：

正
使
伴
　

李
文
哲
よ
り
願
海
守
航
へ

和一
葦
上
人
韻

詩
韻
瓢
然
獨
不
群
相

思
幾
日
更
逢　

君
一
区

烟
月
清
虚
界
従
此
源

々
会
以
文

　

菊
隠
稿　

（
白
文
方
印
）
菊
隠 

※
菊
隠
…
李
文
哲
（
上
房
伴

進
士
…
正
使
の
付
き
人
）

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
31
ｐ

※
「
群
」「
君
」「
文
」
韻
は
№
7
・
16
・
52

【
6
】
縦
42
・
2　

横
27
・
5

印
文
未
読
の
た
め
、
作
者
不
詳
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（
白
文
楕
円
印
）
□
□
□
□

知
足
弌

瓢
樂

　
（
白
文
方
印
）
□
□
居
士
（
白
文
方
印
）
□
氏

【
7
】
縦
30
・
0　

横
26
・
8

筆
者

：

副
使
書
記　

李
明
五
よ
り
願
海
守
航
へ

奉
和　

一
葦
上
人　

瞎
驢
山
色

無
群
前
度

莒
蹼
又
見
君
海
勢
天
風
都

領
畧
丈
室
清
香
閲
奇
文

　
　
　
　
　

泊
翁
（
白
文
楕
円
印
）
士
緯
印

  

※
瞎
驢
…
本
来
は
目
の
見
え
な
い
驢
馬
の
意
味
。
禅
語
に
多
用
さ
れ
る
。
瞎
驢
山

は
以
酊
庵
の
山
号
。

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
31
ｐ

※
「
群
」「
君
」「
文
」
韻
は
№
5
・
16
・
52

【
8
】
縦
23
・
8　

横
52
・
0

筆
者

：

正
使
伴
　

李
文
哲
よ
り
願
海
守
航
ほ
か
へ

　

日
前　

下
托
諸
書
画
軸
己
為

　

入
照
否
霖
雨
支
離
伏
惟　

法
礼
神
護
萬
里
仰
□
区
々
僕
有

　

老
親
在
堂
久
未
承
安
候
私
自
問
隣

　

奈
何
下
□
瓊
章
畄
新
還
旧

　

領
納
如
何
僕
有
私
藁
一
巻
及
今

　

番
与　

貴
庵
諸
賢
酬
唱
之
詩
欲

　

録
呈　

尊
師
還　

京
師
之
後
即
為
開
刊
後
日

　

信
使
一
本
付
送
於
僕
未
知

　

如
何
一
葦
負
暄
亦
僕
之
会
心
友
也

　

茲
並
所
煩
耳
出
入
不
自
由
已
未
得

　

往
唔
悵
昴
之
々
不
備
礼　

　
　

辛
未
五
月
初
七
日　

李
文
哲
拝

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
17
ｐ

【
9
】
縦
31
・
8　

横
１
２
７
・
5

筆
者

：

製
述
官　

李
顕
相
よ
り
願
海
守
航
へ

（
白
文
長
方
印
）

和
贈

一
葦
禅
師

清
磬
依
々

夕
照
天
座

間
談
咲
亦

猶
賢
落
花

啼
鳥
渾
無

諸
不
辨
吾



九

東
福
寺
二
七
三
世
願
海
守
航
と
興
昌
寺
蔵
朝
鮮
通
信
使
関
係
詩
箋
貼
交
屏
風
に
つ
い
て

135

身
是
後
前　

　

歳
辛
未

　

四
月
七
日

朝
鮮
國
太
華

　

山
寄
虚
子

　

太
常
小
正

　

書

　
　

（
白
文
方
印
）
太
華
山
人

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
27
ｐ

【
10
】
縦
32
・
0　

横
54
・
1

筆
者

：

副
使
書
記　

李
明
五
よ
り
樵
隠
和
尚
へ

両
使
相
公
和　

樵
隠
和
尚

韻
命
次
其
韻
困
呈

驢
山
葦
榻
下

鯨
波
閲
□
早
乗
湘
彩

舫
褰
帷
挙
手
邀
心
浄

先
□
明
月
照
□
香
翻

作
□
□
瓢
星
槎
何
□

元
通
路 

 

栓
東
南
誰

招
標
区
□
□
縁
桒
下
所

瞎
驢
山
色
暮
還
朝

　

朝
鮮
書
記
泊
翁
（
白
文
楕
円
印
）
士
緯
印

【
11
】
縦
18
・
2　

横
（
最
大
）
48
・
5

筆
者
①

：

正
使
書
記　

金
善
臣

筆
者
②

：
正
使
伴
　

李
文
哲

□
國
緑

竹□
清
起

際之
桴

即
水

華光
照
臨
川

之葦朝
鮮
通
信
書
記

　

清
山
書　

辛
未
中
夏

漢
南
氷
釋

水
初
平

視
者
如
墻

送
我
行

夕
陽
無
限

沙
頭
樹

多
久
親
朋

送
別
情

　

右
来
時
渡
漢
江
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朝
鮮
太
学
生
菊
隠
（
朱
文
長
方
印
）
□
□
□

【
12
】
縦
34
・
5　

横
6
・
6

筆
者

：

秦
東
益

（
楕
円
印
）
□
□

　
　
　

萬
事
不
如
杯
在
手

　
　
　

一
年
幾
見
月
□
頭　
　
　
　
　
　

清
翁

（
白
文
方
印
）
清
翁

（
朱
文
方
印
）
直
哉

※
清
翁
…
秦
東
益
（
前
判
官
）
字
直
哉
・
号
清
翁

【
13
】
縦
15
・
0　

横
23
・
3

筆
者

：

草
場
珮
川　

画
と
墨
書

是
対
馬
所
産

辛
未
立
秋
前
一
日　

珮
川
写
（
下
駄
印
）
珮
川　

□
□

  

※
草
場
珮
川
…
佐
賀
藩
多
久
領
出
身
で
、
江
戸
で
古
賀
精
里
に
学
び
、
佐
賀
藩
藩

校
弘
道
館
教
授
を
務
め
た
。
佩
川
（
対
馬
滞
在
時
は
珮
川
。
後
に
佩
川
と
改
め
る
）
は

号
で
、
通
称
は
磋
助
（
さ
す
け
）
あ
る
い
は
瑳
助
、
名
は

（
さ
か
え
）、
字
は
棣
芳

（
て
い
ほ
う
）。
漢
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
、
文
人
画
に
も
優
れ
た
。

【
14
】
縦
34
・
2　

横
5
・
4

筆
者

：

朴
徳
源

昨
日
ま
て
目
の
ま
ふ
い
と
の
落
葉
か
な

　

朝
鮮　

聾
窩　

（
朱
文
方
印
）
悳
源

  

※
聾
窩
、
悳
源
…
朴
徳
源
（
文
化
度
の
通
信
使
以
前
に
対
馬
と

山
を
行
き
来
し

た
訳
官
と
み
ら
れ
る
。）

※
大
意
：
昨
日
ま
で
は
眼
前
に
ゆ
れ
て
い
た
が
今
は
落
葉
と
な
っ
た
の
だ
な
あ

【
15
】
縦
17
・
1　

横
24
・
0

筆
者

：

落
款
未
読
の
た
め
不
詳

□
然
変
態
挹
清
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風
□
治
一
様
又
一
枰

当
暑
不
須
河
銅

欽
先
秋
旦
促
海
東
行

□
既
□
尾
塵
追
□
逐

柳
石
松
陰
涼
自
生

清
看
庭
前
百
合

孚
華
開
巷
詠
底
心

情　
　

□
藩
草
□　

（
白
文
方
印
）

□

　
　
　
　
　
　

（
朱
文
方
印
）
□
□

【
16
】
縦
27
・
9　

横
38
・
6

筆
者

：

製
述
官　

李
顕
相
よ
り
願
海
守
航
へ

奉
和

一
葦
上
人

遯
世
日
問
挙
庶
群

海
山
深
処
如
逢
君

白
雨
一
番
僧
戸
過

也
有
龍
神
聴
偈

文
　
　
　

太
華
山
人
（
白
文
方
印
）
相
之

※
「
群
」「
君
」「
文
」
韻
は
№
5
・
7
・
52

【
17
】
縦
31
・
1　

横
55
・
9

筆
者

：

次
上
判
事　

金
祖
慶
よ
り
願
海
守
航
へ

　

奉
和

一
葦
禅
師
山
窓

欲
聞
梵
呪
海
潮
雄

更
見
瓊
篇
満
佛

宮
般
若
湯
餘
提
跡

宕
誰
知
三
□
□
無

円
　

辛
未
夏
五

　

朝
鮮
晩
翁
稿
（
白
文
方
印
）
晩
翁

※
晩
翁
…
金
祖
慶
（
上
房
乾
粮
官
）
字
子
裕
・
号
晩
翁

【
18
】
縦
28
・
8　

横
40
・
6

筆
者

：

正
使
伴
　

李
文
哲
よ
り
願
海
守
航
へ

（
白
文
長
方
印
）
與
報
古
印

　
　

複
作
短
律
寄

　

一
葦
禅
師

塔
轉
紅
輪
日
楼
空
碧

海
天
百
年
塵
却
杳
一

道
瑞
光
圓
偶
得
山
房

会
也
知
宿
世
縁
擲
詩

聲
價
重
如
玉
出
藍
田
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辛
未
肇
夏

朝
鮮
國
菊
隠
散
人
稿
（
白
文
方
印
）
菊
隠

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
４
ｐ

【
19
】
縦
35
・
0　

横
5
・
7

筆
者

：

朴
徳
源

散
華
を
う
け
て
開
く
や
さ
く
ら
草

　

朝
鮮　

聾
窩　
（
朱
文
方
印
）
悳
源
（
朴
徳
源
）

※
散
華
（
チ
ル
ハ
ナ
）
を　

う
け
て
開
く
や　

さ
く
ら
草

※
大
意
：
散
っ
て
い
く
花
を
う
け
て
、
さ
く
ら
草
が
花
開
い
た
こ
と
だ

【
20
】
縦
33
・
1　

横
57
・
4

筆
者

：

副
使
軍
官　

李
勉
玄
よ
り
驢
山
長
老
へ

山
靄
重
々
満
古

城
平
明
尋
寺
到

飛
生
応
知　

禅

老
留
神
錫
萬

里
風
潮
静
遠
瀛

　
　
　

蒼
崖
同
和

　
　
　

驢
山
長
老
（
白
文
方
印
）
※
印
文
未
読

※
蒼
崖
…
正
使
軍
官
・
李
勉
玄
（
尚
衣
院
主
簿
）
字
季
淵
・
号
蒼
崖

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
９
ｐ

※
「
城
」「
生
」「
瀛
」
韻
は
№
2
・
53

【
21
】
縦
33
・
1　

横
55
・
6

筆
者

：
副
使
軍
官　

李
運
植
よ
り
願
海
守
航
へ

　

和
贈
一
葦

　

法
孫

有
花
開
落
上
方

天
般
若
湯
香
勝

酒
賢
題
扇
未
客

詞
一
句
何
諭
盧
後
與

王
前

　
　
　
　
　

李
笑
囮
稿

　
　
　
　

（
朱
文
方
印
）
黄
華
晩
館

※
李
笑
囮
…
副
使
軍
官
・
李
運
植
（
前
内
乗
）
字
士
廣
・
号
笑
囮

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
26
ｐ

【
22
】
縦
34
・
8　

横
55
・
1

筆
者

：

正
使
書
記　

金
善
臣

（
白
文
方
印
）
乾
坤
艸
亭

編蒲朝
鮮　

清
山
（
白
文
方
印
）
金
善
臣
印
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【
23
】
縦
31
・
1　

横
58
・
9

筆
者

：

二
堂
上　

玄　

よ
り
願
海
守
航
へ

　

和
呈

　

一
葦
上
人

鍾
著
撞
来
較
海

碓
禅
扉
雙
扇
桃

蝮
宮
瞎
驢
山
色
満
樽
緑
消
更
清

縁
偶
坐
同

　

辛
未
午
月

朝
鮮
一
遅
稿
（
朱
文
方
印
）
□
□
□
□

※
一
遅
…
二
堂
上
・
玄　
（
大
護
軍
）
字
陽
元
・
号
一
遅　

五
十
五
歳

【
24
】
縦
25
・
0　

横
69
・
5

筆
者

：

製
述
官　

李
顕
相
よ
り
樵
隠
長
老
へ

　

臨
行
草
々
書

　

奉
樵
隠
長
老

　

幾
度
西
庵

　

青
鞋
染
労
草

　

素
栞
為

　

君
鼓
詩
篇
為

　

君
挹
閣
□
品

　

慣
面
□
意
底

　

茗
掃　

一
□

　

□
子
里
此
前
□

　

人
老

　
　

辛
未
六
月
廿
六

　

朝
鮮
帰
客　

太
華

　
　

山
人
李
顕
相
々

　
　
　
　
　

之
稿　
（
白
文
方
印
）
南
華
山
人

【
25
】
縦
16
・
5　

横
20
・
0

筆
者

：

前
判
官　

秦
東
益

（
白
文
楕
円
関
防
印
）
※
未
読
八
字

古
調
鍾
自

愛今
人
多
不

弾
　

朝
鮮
清
翁

　
　
　

（
白
文
方
印
）
清
翁
（
朱
文
方
印
）
直
哉

【
26
】
縦
14
・
3　

横
（
最
大
）
34
・
0

賛
者

：

前
判
官　

秦
東
益

画
者

：

槐
園
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（
白
文
方
印
関
防
印
）
※
未
読
四
字

談当世之訖耶朝鮮清
翁

（
白
文
円
印
）
直
哉
（
白
文
方
印
）
清
翁

　
　
　

（
白
文
長
方
印
）
※
未
読
三
字

　
　
　

朝
鮮
槐
園
（
白
文
方
印
二
顆
）
※
未
読

※
槐
園
…
卞
持
漢
（

山
府
武
庁
武
任
職
の
絵
師
）

【
27
】
縦
36
・
2　

横
40
・
5

筆
者

：

玉
泉
…
不
詳
（
玄
玉
泉
は
玄
義
洵
で
あ
る
か
）
か
ら
以
酊
庵
長
老
へ

　

奉
□
酊
庵

長
老
榻
下

　

禎
□
□
應
出
□
斎

　

□
求
肥
□
叩
今
□

　

上
浩
々
自
忘
機

　

是
水
声
白
岳
山
嶽

　

勢
□
走
以
酊
庵
前

　

雲
遠
邨
淡
々
烟

　
　
　
　

朝
鮮
國
玉
泉
居
士
（
白
文
方
印
）
※
未
読

※
白
岳
山
嶽
…
対
馬
の
山
「
白
嶽
」
か

【
28
】
縦
28
・
5　

横
39
・
5

筆
者

：

李
文
哲
よ
り
願
海
守
航
へ

（
白
文
長
方
関
防
印
）
※
□
□
□
□
師

　
　

和
贈

　

一
葦
禅
師
寄
示
韻

我
漸
彫
虎
子
降
龍
如
水
交
情
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貴
篤
恭
他
日
相
思
千
萬
里

墨
痕
猶
湿
海
雲
濃

能
觧
虎
鉢
蔵
龍
幾
度
逢

迎
禮
数
恭
天
地
東
南
萍
水
調

烟
霞
秀
気
両
眉
濃

　
　

辛
未
仲
夏
雨
中

朝
鮮
太
学
上
舎
生　

菊
隠
稿　

（
白
文
方
印
）
菊
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
白
文
長
方
印
）
澹
□
寧
静

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
30
ｐ

【
29
】
縦
19
・
2　

横
17
・
0

筆
者

：

朴
徳
源

お
も
ふ　
　
　
　

あ
ふ

　
　

こ
と　
　
　
　

け
は

な
と
問　
　
　
　

空
に

　

人
の　
　
　
　
　

月
そ

な
か
る　
　
　

さ
や

　

ら
む　
　
　
　

け
き

　

朝
鮮　

聾
窩　

（
朱
文
方
印
）
悳
源
（
朴
徳
源
）

※
思
ふ
こ
と　

な
ど
問
う
人
の　

無
か
る
ら
む　

仰
げ
ば
空
に　

月
ぞ
さ
や
け
き

  

※
大
意

：

思
う
こ
と
を
ど
う
し
て
問
う
人
が
あ
ろ
う
か
、
仰
げ
ば
空
に
月
が
清
ら

か
な
光
を
放
っ
て
い
る
と
い
う
の
に

※
注

：『
老
若
五
十
首
歌
合
』（
一
二
〇
一
年
二
月
）
雑　
﹇
４
５
３
﹈
番
歌

【
30
】
縦
１
０
６
・
５　

横
31
・
1

筆
者

：
副
使　

李
勉
求

樹
色
中
流
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
白
文
方
印
）
南
霞
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こ
こ
よ
り
別
隻

【
31
】
縦
29
・
5　

横
52
・
0

筆
者

：
正
使
伴
　

李
文
哲
よ
り
樵
隠
頭
へ

　

次
呈

樵
隠
頭

滄
海
為
池
冨
士

城
乾
坤
造
化
豈

無
情
西
風
落
木

相
思
夜
夢
裏
（
魂
夢
）
飛

来
萬
里
程

　

辛
未
六
月
二
十
六
日

青
邱
帰
客
菊
隠
（
白
文
楕
円
印
）
※
未
読
五
字

※
青
邱
…
（
青
丘
）
は
朝
鮮
半
島
を
指
す
雅
称
。

【
32
】
縦
30
・
0　

横
49
・
8

筆
者

：

正
使
伴
　

李
文
哲
よ
り
願
海
守
航
へ

　

和
贈

　

一
葦

水
聲
環
寶
塔

山
色
落
巌
扉

幸
隧
重
逢
約

悠
然
坐
翠
微

　
　

菊
隠
（
白
文
長
方
印
）
※
未
読
五
字
か
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【
33
】
縦
36
・
0　

横
50
・
2

筆
者

：

次
上
判
事　

金
祖
慶
よ
り
樵
隠
長
老
へ

　

奉
和

樵
隠
長
老
師
坐
下

□
筍
禅
家
気
自
清
眉

間
立
亀
笑
相
迎
夢
中

難
合
扶
桑
國
数
句
留

伝
香
火
青

　

辛
未
夏
五

　

朝
鮮
晩
翁
稿
（
白
文
方
印
）
晩
翁

【
34
】
縦
31
・
1　

横
50
・
5

筆
者

：

正
使
書
記　

金
善
臣
よ
り
樵
隠
長
老
へ

禅
節
遅
返
□
羅
城

却
與
□
冠
托
遠
情

無
那
落
行
成
永

列
□
天
飲
海
是

帰
程

　

辛
未
楊
夏

　

朝
鮮
清
山
奉
和

樵
隠
長
老
（
白
文
方
印
）
金
善
臣
印

【
35
】
縦
30
・
8　

横
44
・
2

筆
者

：

未
詳
（【
36
】
の
連
れ
か
？
石
川
剛
か
）
よ
り
以
酊
庵
へ

（
白
文
長
方
印
）
学
禅
地
霊
之

　

初
上　

以
酊
庵
恭
奉
呈

樵
隠
尊
師
老
大
和
上

万
里
蒼
波
接
翠
嵐
海

西
名
勝
以
酊
庵

楼

貝
厥
連
空
界
碧
瓦
瓊

□
逼
蔚
藍
上
國

高
僧
来
卓
錫
殊
方
嘉

客
比
停
驂
不
惟
清
眺

舒
羈
思
路
滑
石
頭

禅
可
参

【
36
】
縦
30
・
5　

横
45
・
0

筆
者

：

石
川
剛
…
小
倉
藩
士
侍
読

　

其
二

海
上
梵
臺
是
虎
丘
珍

楼
宝
殿
駕

頭
洪

涛
捲
雪
空
中
起
彩

霧
□
□
風
水
浮
異

容
新
題
極
勝
□

真
僧
旧
典
存
風
流
何

図
行
役
来
茲
地
回
望

扶
桑
六
十
州

　

頃
有
人
伝
示
韓
客
四
月
七
日
以
酊
庵

　

唱
和
作
因
腰
聯
及
之
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石
川
剛
拝
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
文
方
印
）
石
川
剛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
文
方
印
）
問
□

※
35
・
36
は
形
状
、
筆
致
、
二
枚
目
冒
頭
に
「
其
二
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
連

作
と
推
定
。

【
37
】
縦
17
・
0　

横
23
・
3

筆
者

：

李
顕
相
よ
り
願
海
守
航
へ

懸
知
一
黙
老
人

星　

君
照

君

草
底
家

　

朝
鮮
太
華
為

　

一
葦
上
人

　

寿
母
句
（
白
文
方
印
）
金
善
臣
印

【
38
】
縦
29
・
6　

横
24
・
1

筆
者

：

李
文
哲
よ
り
願
海
守
航
へ

（
長
方
関
防
印
）
※
未
読
三
字

寿
　

朝
鮮
菊
隠
（
白
文
方
印
）
菊
隠

【
39
】
縦
30
・
1　

横
45
・
0

筆
者

：

李
文
哲
よ
り
願
海
守
航
へ

（
白
文
長
方
印
）
□
□
古
印
和
呈

　

一
葦
禅
師

人
性
元
来
賦
一
天
西
方

聖
教　

子
惟
賢
帰
来

客
館
孤
燈
夜
水
月

清
漂
在
眼
前

　
　

辛
未
肇
夏

朝
鮮
國
菊
隠
散
人
稿
（
白
文
方
印
）
菊
隠

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
４
ｐ

【
40
】
縦
30
・
8　

横
58
・
0

筆
者

：

李
文
哲
よ
り
願
海
守
航
へ

　

奉
和

一
葦
禅
師

東
國
詩
人
有
太
華

清
山
聲
誉
又
同
車

飲
斎
奇
気
蒼
崖

老
領
略
名
区
散

綺
霞

　

辛
未
夏

朝
鮮
國
太
学
生
菊
隠

　

題
于
燕
鴻
室
中
（
白
文
方
印
）
菊
隠
（
白
文
方
印
）
李
文
哲
印

※
燕
鴻
室
…
以
酊
庵
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※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
10
ｐ

【
41
】
縦
32
・
8　

横
6
・
2

筆
者

：

前
判
官　

秦
東
益

泛
舟
赤
壁　
（
白
文
方
印
）
清
翁　
（
朱
文
方
印
）
直
哉

【
42
】
縦
17
・
1　

横
（
最
大
）
48
・
0

筆
者

：

李
顕
相
よ
り
以
酊
庵
長
老
へ

問
君
御
事

佳
孤
庵

性
見
天
風

入
仏
龕

出　

有
時

無
偈
語

夕
陽
雲
水

盡
東
南

朝
鮮
國
外

國
学
士

李
顕
相
〃
之

甫
奉
呈

酊
庵
長
老

蓮
几
下

　
　
　
（
白
文
方
印
）
李
顕
相
印
か

【
43
】
縦
29
・
1　

横
57
・
2

筆
者

：

玄
玉
泉
（
は
玄
義
洵
で
あ
る
か
？
）
よ
り
願
海
守
航
へ

　

和
贈
一
葦

　

法
師

石
経
懸
崖
緑
樹

天
空
門
邂
逅
主

人
賢
君
家
契
治

何
須
問
法
海
（
華
は
間
違
い
）

盈
々
満
眼
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
玉
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
稿

　
　
　
　
　
　

 　
（
朱
白
文
方
印
）
※
白
文
未
読
、
朱
文
「
酒
家
」

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
27
ｐ

【
44
】
縦
32
・
0　

横
58
・
2

筆
者

：

二
堂
上　

玄　

よ
り
樵
隠
和
尚
へ

　

謹
呈

　

樵
隠
和
尚
詞
案

階
満
青
莎
松
韻

清
巳
知
結
夏
罷

逢
迎
新
詩
翻
出

金
剛
偈
久
仰

高
師
不
世
情

　

辛
未
端
陽
節
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朝
鮮
一
遅
室
陽
元

（
朱
文
方
印
）
□
□
王
事

※
端
陽
節
…
5
月
5
日

【
45
】
縦
18
・
1　

横
23
・
8

筆
者

：

正
使
書
記　

金
善
臣
よ
り
願
海
守
航
へ

鳬
藻
亀
蓮

一
家
之
慶

出
而
猶 

龠

允
孝
能
敬

　

右
為

一
葦
上
人

寿
母
頌　
　

朝
鮮

　
　
　
　
　
　

清
山
（
白
文
方
印
）
清
山　

【
46
】
縦
19
・
0　

横
17
・
1

筆
者

：

朴
徳
源

そ
な
た
そ
と
さ
す
か

呻
（
※
ヨ
ミ　

う
な
る
）
え
た
は
な
る

野
は
ら
の
す
え
の

さ
を
し
か
の
聲

　

朝
鮮　

聾
窩　
（
朱
文
方
印
）
悳
源
（
朴
徳
源
）

※
そ
な
た
ぞ
と　

さ
す
か
呻
る　

枝
葉
な
る　

野
原
の
末
の　

さ
を
鹿
の
声

  

※
大
意

：
そ
ち
ら
だ
と
鳴
い
て
い
る
の
か
、
野
原
の
端
か
ら
鹿
の
聲
が
す
る
こ
と

だ
【
47
】
縦
36
・
5　

横
7
・
0

筆
者

：

前
判
官　

秦
東
益　

（
白
文
楕
円
印
）
※
未
読

百
華
無
多
時
壮
健
一
春
能
幾
日
清
明
□
逢
且
幕
推

扇
□
聴
唱
場
□
四
聲　
　

　
　
　
　
　
　
　

朝
鮮
清
翁
（
白
文
方
印
）
清
翁
（
朱
文
方
印
）
直
哉

【
48
】
縦
37
・
1　

横
7
・
0

賛
者

：

前
判
官　

秦
東
益

画
者

：

山
府
武
庁
武
任
職
の
卞
持
漢
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（
白
文
方
印
）
※
未
読

　

疑
是
銀
河

　

落
九
天

　
　
　
　
　
　

清
翁　
（
白
文
円
印
）
直
哉
（
白
文
方
印
）
清
翁

　
　
　
　

（
白
文
長
方
印
）
※
未
読

　
　
　
　

朝
鮮
槐
園　
（
白
文
円
印
）（
白
文
方
印
）
※
と
も
に
未
読

※
画
題
は
李
白
の
「
望
廬
山
瀑
布
」

【
49
】
縦
17
・
2　

横
21
・
0

筆
者

：

正
使
伴
　

李
文
哲

蒼
海
為
酒
扶

桑
折
籌
酌
以

太
斗
聊
介

寿
　
　
　

辛
未
季
夏

朝
鮮
太
学
生
菊
隠
（
白
文
長
方
印
）
※
未
読

【
50
】
縦
１
１
５
・
１　

横
30
・
4

筆
者

：

正
使　

金
履
喬

（
芭
蕉
葉
印
）
※
未
読

生
香
不
断
樹
交
華

　
　
　
　
　

 　
（
白
文
方
印
）
通
信
正
使

【
51
】
縦
33
・
0　

横
47
・
1

筆
者

：

小
倉
藩
士　

石
川
剛

（
朱
文
長
方
印
）
※
未
読

一
葦
禅
師
潜
勤
余
贈
詩
篇

於
韓
客
乃
托
以
彎
迎
集

乞
寄
示
詩
泊
翁
禅
師
欣
然

謹
之
因
詩
以
一
絶

安
居
猶
不
廃
詞
章
遊
戯

度
人
翰
墨
場
豈
料
少
林

面
壁
老
一
葦
時
扱
代

津
梁

　
　
　

小
倉　

石
川
剛
奉
呈

（
白
文
方
印
）
石
川
剛
印
（
朱
文
方
印
）
問
□

【
52
】
縦
53
・
8　

横
48
・
2

筆
者

：

漢
学
上
判
事　

李
儀
龍

　

奉
和

　

寄
示
韻

禽
無
陳
語
自
成
群

此
地
□
宣
有
此
君
夏

日
遅
々
心
界
静
竹
窓

梧
几
問
経
文

　
　
　
　
　

李
滄
海
稿

　
　
　
　
　

（
朱
文
描
き
印
）
滄
海
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※
李
滄
海
…
漢
学
上
判
事
・
李
儀
龍
（
前
正
）
字
雲
卿
・
号
滄
海　

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
31
ｐ

※
「
群
」「
君
」「
文
」
韻
は
№
5
・
7
・
16

【
53
】
縦
31
・
2　

横
47
・
0

筆
者

：

正
使
書
記　

金
善
臣
よ
り
驢
山
長
老
へ
の
韻

千
尺
亀
巖
一
片
城
行
尋

芳
草
却
愁
生
上
方
咫

尺
猶
相
阻
何
況
神
山
隔

大
瀛

　
　
　
　

朝
鮮
通
信
書
記

　
　
　
　

金
清
山
同
和
（
白
文
方
印
）
金
善
臣
印

　
　

驢
山
長
老
韻

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
９
ｐ

※
「
城
」「
生
」「
瀛
」
韻
は
№
2
・
20

【
54
】
縦
30
・
0　

横
44
・
3

筆
者

：

正
使
伴
　

李
文
哲
よ
り
願
海
守
航
へ

（
朱
文
長
方
印
）
※
未
読

　

贈
別

　

一
葦
禅
師

地
接
扶
桑
楼
天
垂
柝

木
躔
貝
楼
珠
箔
捲
□
軸

錦
帋
懸
翠
鳥
楼
林
抄

碧
桃
迎
海
邊
三
山
風
引
去

何
日
共
登
仙

　
　
　
　
　

辛
未
□
夏

　
　
　
　
　

菊
隠
燈
下
酔
題
（
白
文
方
印
）
※
未
読

【
55
】
縦
18
・
1　

横
（
最
大
）
47
・
0

筆
者

：

製
述
官　

李
顕
相

立
亀
峯
箭

以
酊
庵

菴
開
勝
賞

以
奇
峯

長
老
焼
香

無
個
事

破
苔
来
客

□
生
□

朝
鮮
通
信

製
術
官

李
顕
相
稿

　
　
（
白
文
方
印
）
※
未
読

【
56
】
縦
35
・
0　

横
47
・
0

筆
者

：

玄
玉
泉
で
あ
る
か
？
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崢
嶸
白
塔
海
門

天
諸
子
衣
冠
不

乏
賢
客
到
尋
真

披
古
蹟
四
時
□

景
小
菴
前

　
　

歳
辛
未
抄
夏

　
　

朝
鮮
人
玉
泉
居
士

　
　
　
　
（
白
文
朱
文
方
印
）
朱
文
「
酒
家
」
白
文
未
読

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
３
ｐ

【
57
】
縦
31
・
0　

横
１
４
８
・５

筆
者

：

製
述
官　

李
顕
相
（
李
明
五
の
代
筆
）
よ
り
一
葦
上
人
へ

　

和
贈

一
葦
上
人

山
中

小
雨
橘

花
天
為

訪
西
菴

老
宿
賢

一
葦

粲
然
呈

一
笑
清
詩

如
偈
煮

茶
前

朝
鮮
國

書
記
泊

翁
李
士
緯

使
太
華
李

相
之
書
（
白
文
方
印
）
泊
翁

※
蓬
左
文
庫
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
27
ｐ

（
２
）
解
題

室
町
時
代
か
ら
続
い
て
い
た
朝
鮮
通
信
使
の
来
日
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役
（
壬
辰
倭

乱
）
を
境
に
途
絶
え
て
い
た
。
し
ば
ら
く
の
沈
黙
を
破
り
、
一
六
〇
七
年
に
回
答
兼

刷
還
使
と
し
て
江
戸
時
代
は
じ
め
て
来
日
し
て
か
ら
、
第
四
回
目
以
降
は
将
軍
の
代

替
わ
り
の
際
に
そ
の
祝
賀
の
命
を
帯
び
た
も
の
と
な
る
。
徳
川
の
新
将
軍
襲
職
祝
賀

に
は
朝
鮮
国
王
の
使
者
・
通
信
使
が
国
王
の
国
書
と
礼
品
を
携
え
て
ソ
ウ
ル
か
ら
発

し
、

山
か
ら
対
馬
、
瀬
戸
内
海
か
ら
大
坂
、
京
都
を
経
て
江
戸
へ
。
十
二
度
に
わ

た
り
使
者
が
往
還
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
に
際
し
て
対
馬
藩
宗
氏

が
そ
の
主
導
的
役
割
を
担
い
、
来
日
に
先
立
っ
て
水
面
下
で
の
交
渉
、
調
整
を
果
た

し
た
。
こ
の
よ
う
に
異
国
の
使
者
通
信
使
来
日
の
窓
口
で
あ
っ
た
対
馬
を
は
じ
め
、

朝
鮮
通
信
使
が
歩
い
た
街
道
や
そ
の
縁
地
に
は
足
跡
を
示
す
詩
書
画
や
扁
額
、
接
待

の
様
子
を
示
す
絵
図
、
接
待
記
録
な
ど
が
見
出
さ
れ
る
。

興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
の
詩
箋
判
読
の
過
程
で
、
そ
の
内
容
が
徳
川
家
の
書
物
を
管
理

す
る
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
お
よ
び
『
和
韓
唱
集
録
』
に
文
化

八
年
（
一
八
一
一
）
の
夏
に
対
馬
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
詩
文
の
う
ち
願
海
守
航
宛
の

十
六
枚
十
八
篇
（
№
2
・
5
・
7
・
8
・
9
・
18
・
20
・
21
・
28
・
39
・
40
・
43
・
52
・
53
・

56
・
57
）
が
載
録
さ
れ
て
い
る
点
が
確
認
で
き
、
興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
に
お
け
る
詩
箋
が

そ
の
時
に
詠
ま
れ
、
記
さ
れ
た
原
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
朝
鮮
通
信
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使
側
が
残
し
た
史
料
を
探
る
と
、
副
使
・
李
勉
求
が
金
善
臣
（
号
・
清
山
）
に
命
じ
、

対
馬
で
の
詩
文
唱
酬
や
対
馬
の
風
俗
や
産
物
に
つ
い
て
綴
り
、後
代
が
筆
写
し
た『
清

山
島
游
録
』（
韓
国
・
ソ
ウ
ル
中
央
図
書
館⑤
）
に
も
一
葦
こ
と
願
海
守
航
か
ら
通
信
使
一

行
へ
贈
っ
た
詩
文
が
所
載
さ
れ
て
お
り
、（
№
5
・
7
・
16
・
52
）
韻
が
合
致
す
る
。

　

以
酊
庵
和
一
葦
上
人

浮
雲
為
馭
玉
為
羣

滄
海　

珠
幸
得
君

前
到
清
山
今
複
到

相
逢
恰
合
好
説
奇
文

『
清
山
島
游
録
』
ソ
ウ
ル
中
央
図
書
館
蔵
よ
り　

ほ
か
ソ
ウ
ル
近
郊
を
流
れ
る
漢
江
を
渡
る
際
に
詠
ま
れ
た
扇
面
（
№
11
）
も
屏
風
に

貼
ら
れ
て
お
り
、
通
信
使
一
行
が
対
馬
を
離
れ
、
帰
国
し
た
後
に
も
送
別
に
関
し
て

の
句
が
認
め
ら
れ
、
何
ら
か
の
手
段
を
使
っ
て
帰
国
の
後
に
日
本
へ
伝
え
ら
れ
、
一

葦
上
人
の
元
へ
届
い
た
様
子
が
知
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
文
化
度
通
信
使
の
一
員
で
は
な
い
、
訳
官
朴
徳
源
が
記
し
た
和
歌
が

四
枚
（
№
14
・
19
・
29
・
46
）
が
あ
り
、
現
状
で
朴
徳
源
新
出
史
料
と
位
置
付
け
ら
れ

よ
う
。
朴
徳
源
に
関
し
て
言
う
と
、
従
来
朝
鮮
通
信
使
随
員
と
み
な
さ
れ
つ
つ
も
、

そ
れ
が
一
七
四
八
年
で
あ
ろ
う
と
確
た
る
証
拠
は
、
不
詳
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。

近
年
郷
土
史
研
究
家
・
岡
部
良
一
氏
に
よ
っ
て
、
朴
徳
源
は
渡
海
訳
官
の
随
行
員
で

あ
ろ
う
と
い
う
新
説
が
提
出
さ
れ
、
現
在
で
は
そ
の
説
が
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
岡
部
氏
は
資
料
を
整
理
検
討
さ
れ
、
朝
鮮
通
信
使
と
し
て
日
本
へ
来
日
し

た
人
物
で
あ
る
か
の
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る⑥
。
い
ず
れ
に
せ
よ
和
歌
に
巧
み
な
日
本

の
古
典
文
学
と
古
筆
を
習
熟
し
た
朝
鮮
人
で
あ
り
、

山
の
草
梁
倭
館
周
辺
で
活
躍

し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。

ほ
か
、
興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
に
は
朝
鮮
絵
画
二
枚
と
日
本
の
近
世
絵
画
一
枚
が
納
め

ら
れ
て
い
る
が
、
後
に
改
め
て
述
べ
る
。

興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
の
詩
箋
、
料
紙
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
目
視
で
は
漉
き
目
や

紙
の
繊
維
の
在
り
方
か
ら
は
扇
面
を
除
い
て
は
朝
鮮
紙
特
有
の
剛
直
か
つ
柔
和
な
様

子
は
な
く
、
薄
く
繊
細
な
日
本
の
紙
を
用
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
貼
ら
れ
た
詩
箋

の
形
は
長
方
形
が
多
く
、
ほ
か
に
扇
面
四
枚
（
№
11
・
26
・
42
・
55
）、
短
冊
六
枚
（
№

12
・
14
・
19
・
41
・
47
・
48
）
が
見
ら
れ
る
。

３
．
朝
鮮
槐
園
が
描
い
た
山
水
図
に
つ
い
て

興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
の
朝
鮮
絵
画
は

山
の
地
域
で
武
任
職
に
あ
り
な
が
ら
絵
師
と

し
て
も
活
躍
し
た
絵
師
槐
園
が
描
い
た
山
水
画
二
点
（
№
26
・
48
）
と
、
草
場
佩
川
の

墨
画
一
点
（
№
13
）
が
全
体
で
五
十
七
枚
の
中
で
少
数
に
は
な
る
が
存
在
し
、い
ず
れ

も
扇
面
、短
冊
な
ど
と
小
品
で
朝
鮮
時
代
、江
戸
時
代
（
十
九
世
紀
）
の
作
品
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
興
昌
寺
に
伝
来
す
る
槐
園
の
号
を
持
つ
山
水
図
と
周
辺
の
作
例
を
併
せ
見

て
、
そ
の
画
法
と
伝
来
の
様
子
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

ま
ず
槐
園
の
号
で
の
作
例
は
興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
の
二
点
ほ
か
に
も
京
都
五
山
、
以

酊
庵
へ
碩
学
僧
を
輩
出
し
た
寺
院
、
相
国
寺
慈
照
院
に
十
一
点
伝
来
し
、
博
物
館
と

し
て
は
、
山
博
物
館
に
四
点
、
国
立
晋
州
博
物
館
金
龍
斗
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
一
点
、

翰
林
大
学
校
博
物
館
李
元
植
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
一
点
、
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
絵
画
の

一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
築
い
た
幽
玄
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
七
点
散
見
さ
れ
る
。
韓
国

に
伝
来
す
る
作
品
は
金
龍
斗
や
李
元
植
な
ど
の
在
日
朝
鮮
人
や
日
本
の
コ
レ
ク
タ
ー

ら
が
収
集
し
た
経
歴
を
持
つ
、
一
旦
日
本
へ
伝
来
し
た
後
に
再
び
海
を
渡
っ
た
と
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
槐
園
作
例
は
南
宗
画
風
山
水
画
、
花
鳥
図
、
花

枝
図
、
虎
図
、

図
、
鷹
図
か
ら
な
り
、
日
本
人
向
け
の
交
易
用
の
作
品
と
思
し
く
、

慶
尚
南
道
東
莱
府
武
任
職
を
兼
ね
て
絵
師
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
卞
持
漢
の
作
で
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あ
り
、
十
八
か
ら
十
九
世
紀
に
同
じ

山
で
活
動
が
認
め
ら
え
る
卞
璞
、
卞
崑
、
卞

琢
、
卞
持
淳
と
い
っ
た
卞
氏
一
族
と
武
任
職
兼
画
師
と
し
て
の
関
わ
り
が
検
討
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

山
の
在
地
研
究
者
が
論
考
を
ま
と
め
て
お

り
、
槐
園
の
号
を
持
つ
作
者
は
こ
れ
ま
で
は
尹
持
漢⑦
で
あ
っ
た
が
、
卞
持
漢
で
あ
ろ

う
と
結
論
付
け
て
い
る⑧
。

と
こ
ろ
で
、
武
任
職
を
兼
ね
た

山
地
域
の
絵
師
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
？
朝
鮮
時
代
後
期
（
江
戸
時
代
の
こ
ろ
）
に
は
慶
尚
南
道
東

莱
府
は
関
防
や
外
交
、
交
易
の
拠
点
と
し
て
栄
え
、
壬
辰
倭
乱
（
文
禄
・
慶
長
の
役
）

以
後
、
日
本
使
節
の
上
京
が
禁
止
さ
れ
る
な
か
で
対
日
外
交
に
お
い
て
は
重
要
な
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
。
東
莱
府
に
は
倭
館
が
そ
の
境
域
に
設
置
さ
れ
、
厳
し

い
取
り
締
ま
り
が
敷
か
れ
る
中
、
境
界
の
内
外
で
外
交
が
す
す
め
ら
れ
た
。
武
任
職

に
つ
い
て
は
草
梁
倭
館
の
存
在
と
浅
か
ら
ぬ
縁
が
あ
る
よ
う
で
、
武
任
職
の
職
域
の

な
か
に
は
絵
師
軍
官
と
い
う
任
務
、
つ
ま
り
地
図
制
作
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

槐
園
・
卞
持
漢
に
つ
い
て
は
文
化
度
の
朝
鮮
通
信
使
と
は
ま
た
別
の
ル
ー
ト
で
彼
の

作
例
が
日
本
へ
伝
来
し
た
可
能
性
も
含
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
中
央
画
壇
と

は
異
な
る
特
異
な
絵
師
で
あ
る
ほ
か
、
港
町

山
、

山
に
は
日
本
人
居
留
地
倭
館

が
存
在
し
た
国
際
色
豊
か
な
日
本
と
近
接
し
た
場
所
柄
で
あ
る
こ
と
も
充
分
考
慮
す

る
必
要
が
あ
ろ
う⑨
。

興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
に
類
似
す
る
作
例
と
し
て
、
京
都
相
国
寺
慈
照
院
に
は
朝
鮮
通

信
使
関
係
の
屏
風
が
風
炉
先
屏
風
一
隻
と
詩
箋
貼
交
屏
風
一
双
が
存
在
す
る
。
そ
れ

ら
は
元
来
慈
照
院
の
方
丈
障
壁
に
貼
り
交
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
い
、
現
住

職
の
手
に
よ
っ
て
屏
風
に
改
め
ら
れ
た
。
慈
照
院
が
所
蔵
す
る
槐
園
画
は
十
一
枚（
①

②
は
風
炉
先
屏
風
一
隻
に
、
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
は
屏
風
一
双
に
貼
交
）
あ
り
、
画
題
は

山
水
図
七
点
、
百
合
図
、
柳
図
、
花
枝
図
な
ど
花
卉
図
は
四
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

小
品
で
あ
り
、
料
紙
は
日
本
製
で
あ
ろ
う
か
。
形
は
扇
面
、
短
冊
、
団
扇
形
、
横
長

四
角
の
紙
幅
か
ら
な
る
。
特
に
短
冊
は
朝
鮮
で
の
使
用
例
は
な
く
、
完
全
に
日
本
人

風
炉
先
屏
風　

一
隻　

慈
照
院
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の
好
み
か
、
要
求
を
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

槐
園
が
描
い
た
山
水
図
に
つ
い
て
画
法
の
考
察
を
行
う
と
、
手
慣
れ
た
早
い
筆
運

び
で
、
乾
い
た
筆
を
用
い
た
枯
淡
な
仕
上
り
で
あ
る
が
、
花
卉
図
は
淡
彩
で
描
き
、

こ
れ
ら
は
水
分
を
た
っ
ぷ
り
含
ま
せ
た
湿
潤
な
筆
を
用
い
て
、
花
卉
の
生
命
感
を
表

現
し
た
も
の
で
あ
る
。
興
昌
寺
の
山
水
図
【
№
26
・
48
】
二
点
と
慈
照
院
の
山
水
図

七
点
（
①
④
⑤
⑥
⑧
⑩
⑪
）
の
表
現
的
特
徴
を
み
る
と
、
主
題
に
よ
り
、
多
少
の
異
な

り
を
見
せ
る
が
お
お
む
ね
前
景
に
画
面
に
対
し
て
左
右
の
い
ず
れ
か
に
寄
せ
た
土
坡

に
数
本
大
き
く
表
し
た
樹
木
を
配
し
、
亭
を
描
く
。
遠
景
に
小
さ
く
山
を
置
き
、
中

景
に
水
辺
や
山
村
、
船
を
浮
か
べ
る
手
法
を
執
り
、
小
さ
な
画
面
に
お
い
て
も
遠
近

を
重
視
し
た
伝
統
的
な
山
水
図
構
図
を
崩
し
て
い
な
い
。
こ
こ
に
は
朝
鮮
時
代
を
経

て
様
々
な
筆
法
が
試
み
ら
れ
、あ
ら
ゆ
る
要
素
が
結
実
し
た
様
子
が
見
て
取
れ
よ
う
。

そ
の
淵
源
を
探
る
と
、
中
国
元
時
代
四
大
家
倪
瓚
（
一
三
〇
一
〜
一
三
七
四
）
が
得
意

と
し
た
平
遠
構
図
「
一
河
両
岸
」
が
展
開
し
て
お
り
、
乾
筆
に
よ
る
皴
擦
の
法
を
用

い
、
少
な
い
筆
致
で
余
白
も
多
く
残
し
た
文
士
の
気
品
を
備
え
た
作
風
で
あ
る
。
し

か
し
詩
書
画
と
も
に
最
高
の
名
手
と
賛
美
さ
れ
た
倪
瓚
の
手
法
そ
の
も
の
を
写
し
た

臨
模
で
は
な
く
、
気
高
い
精
神
性
か
ら
雅
趣
に
重
き
を
置
き
、
詩
的
な
趣
に
シ
フ
ト

さ
せ
た
態
度
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
配
が
あ
る
。
ま
た
、
極
度
に
丸
み
を
帯
び

た
山
頂
を
と
ら
え
た
表
現
や
Ｔ
字
形
の
松
樹
表
現
は
朝
鮮
時
代
後
期
に
活
躍
し
た
鄭

敾
（
一
六
七
六
〜
一
七
五
九
）
の
山
水
画
風
を
取
り
入
れ
た
様
子
が
見
え
る
。
鄭
敾
の

画
風
は
そ
の
あ
と
の
彼
の
画
風
に
影
響
を
受
け
た
沈
師
正
（
一
七
〇
七
〜
一
七
六
九
）、

姜
世
晃
（
一
七
一
三
〜
一
七
九
一
）、
金
有
聲
（
一
七
二
五
〜
？ 

明
暦
度
朝
鮮
通
信
使
随
行

画
員
）、
金
應
煥
（
一
七
四
二
〜
一
七
八
九
）
ら
の
山
水
画
風
に
も
こ
の
南
宗
画
風
の
傾

向
は
存
在
す
る
。

山
東
莱
府
武
任
職
兼
絵
師
卞
持
漢
が
描
い
た
山
水
図
は
朝
鮮
時

代
後
期
か
ら
末
期
（
十
九
世
紀
）
に
お
け
る
中
国
の
南
宗
画
風
の
解
釈
を
先
行
す
る
鄭

敾
に
よ
っ
た
真
景
山
水
図
と
連
綿
と
つ
な
が
っ
た
、
幾
度
に
も
古
典
回
帰
を
繰
り
返

し
た
文
人
画
の
系
譜
の
終
着
地
点
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
今
一
度
槐
園
が
描

朝
鮮
通
信
使
詩
文
貼
交
屏
風
一
双　

慈
照
院
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い
た
山
水
図
を
見
直
す
と
、
伝
統
画
風
に
培
わ
れ
た
文
人
趣
味
を
小
さ
な
画
面
に
端

的
に
表
し
て
、
豊
か
な
詩
情
を
筆
致
の
上
で
も
表
わ
し
た
作
例
で
あ
る
こ
と
が
読
み

取
れ
る
。
武
任
職
と
い
う
立
場
で
の
南
宗
画
を
ど
う
理
解
し
、
整
理
す
る
か
は
多
く

の
課
題
を
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
文
人
の
余
技
で
描
か
れ
る
、
多
く
の
知
識

を
備
え
た
人
物
が
技
巧
に
走
ら
ず
に
描
く
絵
画
が
南
宗
画
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ

こ
で
は
「
南
宗
画
風
」
と
い
う
く
く
り
で
一
旦
と
ら
え
て
お
き
た
い
。

慈
照
院
蔵　

槐
園
画
①
〜
⑪　

①
山
水
図　

縦
18
・
4
、
横
33
・
6　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
百
合
図　

縦
19
・
4
、
横
28
・
6　

③
花
枝
図　

縦
18
・
0　
　
　
　
　
　

 　

④
山
水
図　

縦
25
・
2
、

　
　
　
　

横
20
・
0　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

横
53
・
1

⑤
山
水
図　

縦
62
・
0
、
横
27
・
5

⑥
山
水
図　

縦
63
・
0
、
横
27
・
3
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⑦
楊
柳
図　

縦
37
・
2
、
横
7
・
0

⑧
山
水
図　

縦
36
・
9
、
横
6
・
8

⑨
花
枝
図　

縦
37
・
2
、
横
7
・
0

⑩
山
水
図　

縦
18
・
5
、
横
22
・
1

⑪
山
水
図　

縦
18
・
6
、
横
22
・
2

朝
鮮
時
代
、
文
武
両
班
に
よ
る
政
治
が
敷
か
れ
、
士
大
夫
は
科
挙
試
験
に
及
第
し
、

熾
烈
極
ま
る
考
試
を
突
破
す
る
た
め
に
は
、
知
識
を
備
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
本
質
的
な
文
化
的
素
養
も
求
め
ら
れ
た
。
朝
鮮
通
信
使
の
随
行
員
の
な
か
に
は

文
人
の
ほ
か
に
軍
官
の
職
位
で
来
日
し
た
武
人
も
当
然
含
ま
れ
て
い
た
。
朝
鮮
通
信

使
と
い
う
特
殊
な
任
務
で
あ
る
た
め
武
人
で
あ
る
彼
ら
に
も
教
養
豊
か
な
人
材
が
選

ば
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
の
な
か
に
も
ま
さ
し
く
正
使
軍
官
李

勉
玄
と
副
使
軍
官
李
運
植
が
詠
ん
だ
詩
文
（
№
20
・
21
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
武
任
の

職
で
あ
る
。
し
か
し
、
槐
園
・
卞
持
漢
が
武
任
職
兼
画
人
と
い
う
職
の
領
域
を
広
範

囲
に
捉
え
て
い
た
こ
と
に
も
実
例
が
あ
る
よ
う
に
、
朝
鮮
に
お
け
る
文
人
嗜
好
へ
の

こ
だ
わ
り
の
深
さ
と
浸
透
の
度
合
い
に
つ
い
て
は
そ
う
た
や
す
く
理
解
で
き
る
ほ
ど

の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
朝
鮮
時
代
は
中
国
の
古
典
に
そ
の
源
を
求
め
る
明
時
代

の
文
人
趣
味
が
強
く
反
映
し
た
社
会
が
形
成
さ
れ
つ
つ
も
朝
鮮
と
い
う
土
地
で
の
伝

統
に
浸
透
す
る
と
い
う
複
雑
な
構
成
で
あ
る
。
中
国
の
先
の
時
代
に
端
を
発
す
る
山

水
図
一
つ
を
取
っ
て
例
を
挙
げ
る
と
、
朝
鮮
と
い
う
土
地
と
風
俗
に
お
い
て
十
分
に

咀
嚼
し
、
そ
こ
に
情
感
を
盛
り
込
ん
で
繋
い
で
き
た
歴
史
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

さ
て
、
賛
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
槐
園
が
描
い
た
画
に
は
決
ま
っ
て
清
翁
の
賛

が
あ
る
。
興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
の
朝
鮮
絵
画
二
図
と
慈
照
院
の
槐
園
画
に
は
賛
が
な
い

三
枚
の
山
水
図
を
除
き
、
全
て
に
清
翁
・
秦
東
益
の
賛
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
両

寺
院
の
槐
園
画
清
翁
賛
の
山
水
図
作
風
を
み
る
と
、
制
作
時
期
は
ほ
ぼ
同
時
期
と
み

な
せ
よ
う
。
一
方
で
慈
照
院
朝
鮮
屏
風
に
お
け
る
賛
が
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
作
品
の

中
で
他
の
作
品
よ
り
若
干
粗
放
な
雰
囲
気
が
あ
る
山
水
図
（
⑤
⑥
）
は
同
じ
時
期
の
も

の
で
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
。
通
信
使
の
帯
来
品
で
あ
る
か
疑
問
を
呈
す
る
が
、
推

測
に
す
ぎ
な
い
。

清
翁
・
秦
東
益
が
絵
画
に
賛
を
寄
せ
た
ほ
か
の
作
例
に
、
対
馬
帰
国
後
の
も
の
が

あ
る
。
そ
れ
は
谷
文
晁
が
文
化
度
の
朝
鮮
通
信
使
が
帰
国
し
た
翌
年
に
送
っ
た
山
水
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図
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
倣
谷
文
晁
画
（
と
言
っ
て
も
画
風
が
多
少
異
な
る
）
と
し

た
李
義
養
画
山
水
図
が
泉
屋
博
古
館
と

山
博
物
館
（
図
版
⑫
）
二
館
が
所
有
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
例
も
鑑
み
る
と
、
槐
園
の
作
品
が
朝
鮮
通
信
使
来
日
の
時
点
に
あ
ら

か
じ
め
用
意
さ
れ
て
持
参
さ
れ
た
可
能
性
の
ほ
か
、
任
務
の
後
に
手
配
さ
れ
届
け
ら

れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

⑫
李
義
養
画
秦
東
益
賛
倣
谷
文
晁
山
水
図　

山
博
物
館　

縦
131
・
3　

横
54
・
5

朝
鮮
通
信
使
に
お
け
る
秦
東
益
の
位
置
を
確
認
す
る
と
、
役
目
は
次
上
判
事
で
あ

り
、
上
判
事
、
漢
学
上
判
事
、
次
上
判
事
、
押
物
判
事
と
あ
る
な
か
で
、
三
十
歳
に

し
て
来
島
し
た
最
年
少
の
部
類
で
あ
る
。
秦
東
益
は
年
少
な
が
ら
中
国
唐
宋
代
の
詩

文
を
習
熟
し
、
自
身
に
お
い
て
も
漢
詩
文
を
作
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を
表
現
す
る

墨
戯
の
才
を
備
え
た
上
、
絵
画
賞
玩
の
眼
を
持
っ
て
い
た
と
見
な
せ
る
。
彼
と
絵
画

作
例
と
の
関
わ
り
は
そ
の
他
の
通
信
使
一
行
の
な
か
で
秀
で
た
も
の
が
あ
る
。
対
馬

で
鵲
や
蘭
、竹
の
絵
を
描
い
て
一
行
を
も
て
な
し
た
草
場
佩
川
に
「
珮
川
天
下
奇
才
」

と
い
う
賛
辞
を
別
れ
の
日
（
六
月
二
十
六
日
）
に
贈
っ
て
い
る
の
も
こ
の
秦
東
益
で
あ

る⑩
。興

昌
寺
朝
鮮
屏
風
に
お
け
る
一
枚
の
日
本
人
の
絵
、
草
場
佩
川
作
の
墨
画
は
蘭
図

と
思
し
い
が
、
描
か
れ
て
い
る
内
容
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い⑪
。「
是
対
馬
所

産
／
辛
未
立
秋
前
一
日
珮
川
写
」
立
秋
の
一
日
前
で
あ
る
と
す
る
が
、
一
八
一
一
年

の
立
秋
は
六
月
二
十
日
に
あ
た
る
よ
う
で
あ
り
、
本
作
が
六
月
十
九
日
に
対
馬
で
描

い
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。草
場
佩
川
が
対
馬
に
来
島
し
た
の
は
五
月
二
日
で
あ
り
、

船
で
離
船
す
る
の
は
七
月
四
日
で
あ
る
。

さ
て
、
興
昌
寺
と
慈
照
院
の
朝
鮮
屏
風
が
京
都
へ
や
っ
て
き
た
の
は
対
馬
と
の
往

来
の
な
か
で
と
考
え
ら
れ
る
が
、
慈
照
院
の
対
馬
以
酊
庵
輪
番
碩
学
僧
盈
冲
周
整
は

以
酊
庵
第
七
七
世
で
あ
り
、
七
八
世
が
願
海
守
航
で
あ
る
。

第
七
七
世　

盈
冲
周
整　

相
国
寺
慈
照
院　

文
政
八
年
四
月

第
七
八
世　

願
海
守
航　

東
福
寺
大
機
院　

文
政
十
年
四
月

・
・
・
中
略
・
・
・

　

（
再　
　

住
）　

盈
冲
周
整　

相
国
寺
慈
照
院　

天
保
六
年
四
月

　

（
再　
　

住
）　

願
海
守
航　

東
福
寺
大
機
院　

天
保
八
年
四
月

伊
藤
東
慎
『
黄
龍
遺
韻
』
よ
り

慈
照
院
か
ら
の
以
酊
庵
輪
番
は
天
保
六
年
（
一
八
三
六
）
か
ら
二
か
年
の
盈
冲
周
整

の
回
が
最
終
で
あ
り
、
二
度
前
後
し
て
輪
番
し
て
い
る
。
輪
番
の
際
の
接
点
は
一
度

な
ら
ず
あ
り
、
両
者
は
何
ら
か
の
関
り
を
共
有
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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そ
の
他
、
槐
園
の
作
品
は
流
通
し
て
い
た
よ
う
で
、
田
原
市
博
物
館
が
所
有
す
る

渡
辺
如
山
（
一
八
一
六
〜
一
八
三
七
）
の
画
冊
『
客
坐
縮
臨
』（
一
八
三
二
年
）
に
は
「
朝

鮮
槐
園
」
の
山
水
図
が
縮
図
と
し
て
収
ま
っ
て
い
る
。
一
見
し
て
、
興
昌
寺
朝
鮮
屏

風
と
慈
照
院
朝
鮮
屏
風
で
見
た
扇
面
山
水
図
に
類
し
た
絵
画
の
写
し
で
あ
り
、
墨
画

の
ほ
か
に
淡
彩
で
淡
く
青
、
緑
、
赤
色
が
刷
か
れ
た
様
子
が
判
る
。
落
款
部
分
「
朝

鮮
槐
園
」
の
ほ
か
に
左
肩
に
「
香
雪
方
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
香
雪
方
」
と
は
当
時

の
所
蔵
者
と
思
し
い
書
画
家
山
内
香
雪
（
一
七
九
八
〜
一
八
六
〇
）
を
意
味
す
る
も
の

と
推
定⑫
で
き
、
渡
辺
如
山
は
崋
山
の
実
弟
で
、
二
十
二
歳
で
夭
折
し
た
南
画
家
で
あ

る
。
本
縮
冊
か
ら
彼
の
眼
下
に
朝
鮮
槐
園
、
卞
持
漢
の
山
水
図
が
映
っ
た
と
い
う
事

象
に
は
興
味
を
覚
え
る
。

⑬
渡
辺
如
山
『
客
坐
縮
臨
』　

田
原
市
博
物
館
蔵

４
．
対
馬
以
酊
庵
で
の
願
海
守
航

さ
て
、
再
び
願
海
守
航
の
足
取
り
に
つ
い
て
対
馬
で
の
様
子
を
検
討
す
る
。
彼
が

以
酊
庵
第
七
八
世
と
し
て
文
化
、
文
政
、
天
保
期
に
三
度
赴
任
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
先
に
確
認
し
た
。
し
か
し
、
興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
一
葦

上
人
つ
ま
り
願
海
守
航
へ
宛
て
た
文
化
度
朝
鮮
通
信
使
が
記
し
た
詩
箋
が
存
在
し
、

彼
が
一
八
一
一
年
の
輪
番
の
以
前
に
文
化
度
朝
鮮
通
信
使
に
直
接
面
会
し
詩
文
唱
和

を
行
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

と
こ
ろ
で
朝
鮮
通
信
使
か
ら
受
贈
し
た
詩
箋
で
為
書
が
あ
る
も
の
に
は
、
一
葦
上

人
、
以
酊
庵
長
老
、
樵
隠
長
老
、
驢
山
長
老
と
い
っ
た
類
で
あ
る
。
三
十
枚
の
詩
箋

に
為
書
が
あ
り
、
最
多
は
一
葦
で
十
八
枚
、
次
に
樵
隠
は
六
枚
、
以
酊
庵
長
老
は
四

枚
、
驢
山
長
老
は
二
枚
で
あ
る
。
一
葦
は
一
葦
禅
師
や
一
葦
上
人
、
法
孫
と
合
わ
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
も
「
長
老
」
と
の
組
み
合
わ
せ
は
な
く
、
樵
隠
に
ば
か

り
が
長
老
、
頭
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。
朝
鮮
通
信
使
が
対
馬
に
来
島

し
た
折
に
は
、
以
酊
庵
へ
の
輪
番
は
龍
潭
周
禎
（
天
龍
寺
）
と
月
耕
玄
宣
（
東
福
寺
）

の
二
者
で
あ
る
。
朝
鮮
通
信
使
が
来
日
し
な
い
間
の
時
期
に
も
対
馬
以
酊
庵
で
は
京

都
五
山
よ
り
選
出
さ
れ
た
碩
学
僧
が
お
お
む
ね
一
か
ら
三
年
の
任
期
を
以
っ
て
柳
川

一
件
以
降
、
徳
川
家
光
の
決
定
に
よ
っ
て
、
京
都
と
対
馬
を
行
き
来
し
、
外
交
に
関

わ
る
書
契
の
起
草
や
対
馬
島
主
宗
氏
の
私
的
貿
易
や
国
書
の
書
き
替
え
が
行
わ
れ
な

い
よ
う
に
そ
の
動
き
を
監
視
し
て
い
た
。
文
化
度
朝
鮮
通
信
使
対
馬
聘
礼
の
際
に
輪

番
で
赴
任
し
て
い
た
天
龍
寺
の
龍
潭
周
禎
は
こ
の
時
、

山
の
倭
館
へ
出
張⑬
。
月
耕

玄
宣
は
文
化
八
年
二
月
二
十
七
日
、
以
酊
庵
で
日
韓
書
契
を
司
り
、
翌
年
文
化
九
年

（
一
八
一
二
）
五
月
十
五
日
に
以
酊
庵
で
寂
し
た
。
そ
の
翌
年
二
月
二
日
に
は
願
海
守

航
が
以
酊
庵
へ
輪
番
と
し
て
赴
任
。
両
者
は
以
酊
庵
へ
続
い
て
赴
任
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
月
耕
玄
宣
が
対
馬
で
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
、
そ
の
後
以
酊
庵
在
職
中
に
死

に
至
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
東
福
寺
塔
頭
大
機
院
墓
地
内
に
あ
る
三
住
持
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合
葬
墓
に
は
月
耕
大
和
尚
の
銘
が
右
に
あ
り
、
側
面
の
没
年
月
日
も
「
月　

文
化
九

年
五
月
壬
申
十
五
日
」
と
あ
り
、『
東
福
寺
誌
』
月
耕
玄
宣
の
記
事
に
符
合
す
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
月
耕
玄
宣
と
願
海
守
航
は
共
に
東
福
寺
山
内
塔
頭
で
あ
る
大
機
院
に
あ

り
、
ま
た
お
な
じ
墓
に
眠
る
と
い
う
親
密
さ
が
う
か
が
え
る
。

月
耕
玄
宣
に
つ
い
て
の
記
事
を
探
る
と
、『
清
山
島
游
録
』
に
は
「
次
以
酊
庵
月
耕

宜
長
老
見
寄
韻⑭
」『
津
島
日
記
』
に
は
「
東
福
寺
冝
長
老 

名
玄
冝
、号
瞎
驢
山
僧
、又

樵
隠
、
法
臈
黄
衣⑮
」、
と
あ
り
、
樵
隠
は
月
耕
玄
宣
の
号
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
様
子
か
ら
樵
隠
の
号
は
月
耕
玄
宣
の
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
そ

の
ほ
か
の
以
酊
庵
長
老
、
驢
山
長
老
と
い
う
呼
称
も
月
耕
玄
宣
で
は
な
い
か
と
判
断

で
き
る
。
ま
た
、
東
福
寺
が
有
す
る
月
耕
玄
宣
『
本
邦
朝
鮮
往
復
書
』
九
十
六
玄
宣

記
を
紐
解
く
と
、「
小
徒
願
海
守
航
替
記
」
と
あ
り
、
願
海
が
月
耕
に
替
わ
り
、
筆
耕

し
て
い
る
。
ほ
か
に
『
馬
島
唱
和
』「
瞎
驢
山
僧
玄
宣
字
月
耕
号
樵
隠 

僧
守
航
願
海

号
一
葦
」
と
い
う
記
載
か
ら
も
師
の
月
耕
玄
宣
に
連
な
っ
て
対
馬
以
酊
庵
で
師
の
助

け
と
し
て
活
動
し
た
様
子
が
判
明
す
る
。

ま
と
め

本
稿
で
は
興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
の
資
料
紹
介
を
兼
ね
、
文
化
度
の
朝
鮮
通
信
使
お
よ

び
願
海
守
航
が
歩
い
た
道
の
り
を
検
討
し
た
。
興
昌
寺
朝
鮮
屏
風
は
対
馬
に
お
け
る

文
化
度
の
朝
鮮
通
信
使
接
待
を
中
心
に
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
水
面
下
で
の
関
わ
り
の

中
で
手
に
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
朴
徳
源
の
和
歌
、
そ
し
て
、
対
馬
か
ら
帰
国
し
た
後

に
も
送
別
の
詩
句
を
寄
せ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
対
馬

で
の
交
流
の
際
に
出
来
上
が
っ
た
詩
文
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
詩
文
は
一
葦
上
人
す
な

わ
ち
願
海
守
航
に
宛
て
た
現
場
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
他
の
文

献
と
の
突
合
せ
に
よ
っ
て
、
願
海
守
航
が
自
身
の
輪
番
よ
り
以
前
に
文
化
度
の
朝
鮮

通
信
使
を
接
待
す
る
東
福
寺
月
耕
玄
宣
の
徒
弟
と
し
て
対
馬
へ
連
な
っ
て
い
た
こ
と

一葦
…十八枚

樵隠
…六枚

以酊庵長老
…四枚

驢山長老
…二枚

1.奉別一葦
5.和一葦上人韻
7.奉和一葦上人
9.和贈一葦禅師
16.奉和一葦上人
17.奉和一葦禅師
18.複作短律寄一葦禅師
21.和贈一葦法孫
23.和呈一葦上人
28.和贈一葦禅師
32.和贈一葦
37.為一葦上人
39.和呈一葦上人
40.奉和一葦禅師
43.和贈一葦法師
45.為一葦上人
54.贈別一葦禅師
57.和贈一葦上人

10.両使相公和樵隠和尚
24.樵隠長老
31.次呈樵隠頭
33.奉和樵隠長老
34.奉和樵隠長老
44.謹呈樵隠和尚

2.酊庵長老
4.以酊庵長老
27.奉酊庵□長老
42.奉呈酊庵長老

20.同和驢山長老
53.驢山長老韻

尊名：上人、禅師、法
孫、法師

尊名：和尚、長老、頭 尊名；長老 尊名：長老
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が
読
み
取
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
度
重
な
る
対
馬
輪
番
の
任
を
終
え
た
こ
ろ
、
京

都
東
福
寺
を
拠
点
に
し
、
郷
里
の
先
祖
の
菩
提
寺
で
東
福
寺
派
で
も
あ
る
興
昌
寺
へ

と
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
朝
鮮
通
信
使
が
母
の
為
に
詠
ん

だ
詩
箋
を
貼
り
付
け
た
屏
風
を
寄
付
し
、
母
へ
の
供
養
と
し
、
こ
の
地
で
示
寂
し
た

の
で
あ
る
。
対
馬
以
酊
庵
で
の
朝
鮮
通
信
使
と
の
交
わ
り
は
京
都
東
福
寺
か
ら
香
川

観
音
寺
市
興
昌
寺
に
波
及
し
、
五
山
か
ら
の
対
馬
出
向
体
験
か
ら
多
少
な
り
の
国
際

性
が
語
ら
れ
、
朝
鮮
の
文
人
と
の
交
わ
り
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
場
で
顔
を
合
わ
せ
、時
に
は
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
交
流
に
よ
っ
て
実
を
結
ん
だ
詩
、

書
、
画
は
国
や
地
域
の
枠
を
越
え
て
、
し
ず
か
に
文
人
た
ち
の
世
界
観
を
伝
え
て
い

た
の
で
あ
る
。

（
付
記
）
本
稿
を
記
す
に
あ
た
り
、
興
昌
寺　

東
福
寺　

大
機
院　

慈
照
院

山
博
物
館　

田
原
市
博
物
館　

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫　

上
杉
大
航　

吉
良
文
男

金
崎
敬
子　

竹
本
宗
豊　

永
井
慶
洲　

岡
根
方
春　

久
山
隆
昭　

鈴
木
利
昌

福
井
尚
寿　

郷
司
泰
仁　

西
谷
功　

田
代
裕
一
朗
（
敬
称
略
）
を
は
じ
め
、関
係
各
位

に
多
大
な
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

注①　
興
昌
禅
寺
『
興
昌
寺
誌
』
二
〇
一
四
年
三
月
、pp. 32

〜37

②　

白
石
虎
月
『
東
福
寺
誌
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
六
月
、pp. 1192

〜1199

③　

興
昌
禅
寺
『
興
昌
寺
誌
』
二
〇
一
四
年
三
月
、p. 37

④　

興
昌
禅
寺
『
興
昌
寺
誌
』
二
〇
一
四
年
三
月
、p. 32

⑤　

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
『
清
山
島
游
録
』
は
朝
鮮
総
督
府
図
書
館
の
所
蔵
品
を

一
九
四
五
年
十
月
に
引
き
継
ぎ
、
現
在
に
至
る
。

⑥　

岡
部
良
一
「
小
通
事
朴
徳
源
の
再
検
討
」『
朝
鮮
通
信
使
地
域
史
研
究
』
創
刊
号
、

朝
鮮
通
信
使
縁
地
連
地
方
部
研
究
会
、二
〇
一
五
年
十
月
お
よ
び
岡
部
良
一
「
朴
徳
源

に
関
す
る
新
史
料
考
」『
朝
鮮
通
信
使
地
域
史
研
究
』
第
二
号
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
朝
鮮
通
信
使

縁
地
連
研
究
部
会
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
に
お
い
て
、
氏
の
郷
里
に
存
在
す
る
玄
文
亀

書
の
扁
額
研
究
を
発
端
に
、
既
存
作
例
の
整
理
と
検
討
、
古
文
書
の
解
析
を
行
っ
た
。

⑦　

慈
照
院
・
朝
鮮
通
信
使
文
化
事
業
会
『
相
国
寺
塔
頭
慈
照
院
所
蔵
朝
鮮
通
信
使
遺
物

図
録
』
二
〇
〇
八
年
一
二
月
に
は
尹
持
漢
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

⑧　

李
誠
訓
「
朝
鮮
後
期
に
お
け
る

山
地
域
の
絵
画
活
動
」『

山
の
美
術 

朝
鮮
王
朝

時
代
の
絵
師
と
絵
画
活
動
』
福
岡
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
三
月

 

李

周
「

山
の
絵
師
た
ち
」『

山
の
美
術 

朝
鮮
王
朝
時
代
の
絵
師
と
絵
画
活
動
』

福
岡
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
李

周
『
朝
鮮
後
期
慶
尚
道
地
域
画
員
研

究
』
東
亜
大
学
校
석
당
学
術
選
書
三
五　

図
書
出
版
해
성
、二
〇
一
六
年
十
二
月
の
中

で
槐
園
・
卞
持
漢
に
つ
い
て
の
研
究
報
告
が
あ
る
。

⑨　

山
の
倭
館
（
朝
鮮
か
ら
は
倭
館
、日
本
は
和
館
と
表
記
）
に
つ
い
て
草
場
佩
川
は

自
著
の
『
津
島
日
記
』（
上
）「

山
風
俗
」
に
お
い
て
「
…
浦
ヨ
リ
一
里
ホ
ド
隔
テ
山

ニ
倚
テ
和
館
ア
リ
、
対
州
ヨ
リ
両
隊
長
輪
番
ニ
テ
、
常
ニ
人
数
四
五
百
、
臨
時
ノ
着
船

モ
ア
レ
ハ
、
七
八
百
二
及
ヘ
ル
由
、
一
里
余
方
ノ
地
面
ヲ
限
テ
、
少
シ
ハ
農
植
ヲ
モ
ナ

シ
、
鷹
野
ナ
ト
モ
ア
リ
、

山
ノ
界
ニ
関
門
有
テ
、
互
ニ
出
入
ヲ
禁
ス
…
。」
と
記
し
、

港
町

山
に
日
本
人
居
留
地
倭
館
が
大
き
な
規
模
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。

⑩　

古
賀
精
里
『
精
里
全
書
』「
対
禮
餘
藻
外
集
附
録
」（
静
嘉
堂
文
庫
本
印
影
本
）
近
世

儒
家
文
集
集
成
第
十
五
巻
、
梅
澤
秀
夫
編
集
・
解
説
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
二

月
、p. 526

⑪　

文
化
度
の
朝
鮮
通
信
使
側
の
史
料
『
清
山
島
游
録
』「
博
対
馬
島
賦
」「
卉
（
草
）」

p. 122

に
は
「
群
芳
競
発

艸

蘭
薫
酷
列
檐
懸
金
釵
戸
植
玉
簪
」
と
あ
る
が
、

蘭
と
は
、
ア
マ
ド
コ
ロ
を
指
す
も
の
と
思
し
く
、
列
を
な
し
て
小
花
が
簪
の
よ
う
に

垂
下
す
る
植
物
で
あ
り
、
葉
の
形
状
は
刀
葉
で
は
な
く
、
描
か
れ
た
花
（
実
？
）
と
も

葉
と
も
異
な
る
。
今
後
の
課
題
と
す
る
。

⑫　
「
香
雪
方
」
と
は
山
内
香
雪
で
あ
ろ
う
こ
と
は
田
原
市
博
物
館
鈴
木
利
昌
館
長
よ
り

教
示
を
得
た
。
渡
辺
崋
山
の
師
、松
崎
慊
堂
（
一
七
七
一
〜
一
八
四
四
）
は
文
化
度
朝

鮮
通
信
使
の
接
待
役
・
侍
講
と
し
て
対
馬
へ
赴
い
て
お
り
、
槐
園
山
水
画
伝
来
に
関

わ
っ
た
と
推
定
し
た
が
、
松
崎
慊
堂
の
足
取
り
や
遺
留
品
目
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ

り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

⑬　

草
場
佩
川
『
津
島
日
記
』（
下
）「
以
酊
庵
図
（
中
略
）
五
山
輪
番
ニ
テ
以
酊
庵
ニ
一
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三

東
福
寺
二
七
三
世
願
海
守
航
と
興
昌
寺
蔵
朝
鮮
通
信
使
関
係
詩
箋
貼
交
屏
風
に
つ
い
て
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ケ
年
住
職
ノ
末
、
朝
鮮
エ
渡
リ
、

山
ノ
和
館
ニ
住
ス
ル
、
又
一
年
ニ
シ
テ
交
代
ア

リ
、
時
の
本
番
ハ
天
龍
寺
碩
学
禎
長
老
ナ
リ
、
号
龍
潭
法
﨟
、
黄
衣
」
と
あ
る
。

⑭　

筆
者
未
詳
『
清
山
島
游
録
』
韓
国
・
ソ
ウ
ル
中
央
図
書
館
、p. 67

⑮　

草
場
佩
川
『
草
場
佩
川
日
記
』（
上
）
西
日
本
文
化
協
会
、
一
九
七
八
年
五
月p. 95

（
参
考
文
献
）

■
史
料

金
履
喬
『
辛
未
通
信
日
録
』
韓
国
通
文
館
刊
本

柳
相
弻
『
東
槎
録
』
韓
国
・
高
麗
大
学
校
亜
細
亜
問
題
研
究
所

筆
写
未
詳
『
清
山
島
游
録
』
韓
国
・
ソ
ウ
ル
中
央
図
書
館

猪
飼
正　
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

猪
飼
正　
『
和
韓
唱
酬
録
』
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
※
『
朝
鮮
人
詩
賦
』
と
同
様
（
筆
者
調
べ
）

草
場
佩
川
『
津
島
日
記
（
上
・
中
・
下
）』
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫

月
耕
玄
宣
、
李
明
五
ほ
か
『
馬
島
唱
和
』
国
立
国
会
図
書
館

月
耕
玄
宣
『
本
邦
朝
鮮
往
復
書
』
九
十
六
玄
宣
記
（
小
徒
願
海
守
航
替
記
）
東
福
寺

■
書
籍

平
山
棐
『
津
島
紀
事
』
津
島
紀
事
刊
行
会
、
一
九
一
七
年
十
二
月

上
村
観
光
『
禅
林
文
藝
史
譚
』
大
鎧
閣
、
一
九
一
九
年
九
月

伊
藤
東
慎
『
黄
龍
遺
韻
』
両
足
院
、
一
九
五
八
年
十
一
月

中
村
栄
孝
『
日
本
と
朝
鮮
』
至
文
堂
、
一
九
六
六
年
六
月

中
村
栄
孝
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
（
下
）』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
十
二
月

吉
沢
忠
『
日
本
の
南
画
』
水
墨
美
術
大
系
／
別
巻
第
一 

講
談
社
、
一
九
七
六
年
二
月

鈴
木
棠
三
『
楽
郊
紀
聞
』
二
、
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
五
月

松
下
隆
章
・
崔
淳
雨
『
李
朝
の
水
墨
画
』
水
墨
美
術
大
系
／
別
巻
第
二 

講
談
社
、一
九
七
七

年
七
月

大
本
山
天
龍
寺
編
、
奈
良
本
辰
也
監
修
『
天
龍
寺
：
嵯
峨
野
に
刻
ま
れ
た
五
山
巨
刹
の
盛

衰
』
東
洋
文
化
社
、
一
九
七
八
年

白
石
虎
月
『
東
福
寺
誌
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
六
月

田
中
健
夫
『
対
外
関
係
と
文
化
交
流
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
年
十
一
月

中
田
勇
次
郎
『
文
人
画
論
集
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
八
月

吉
沢
忠
・
河
野
元
昭
『
日
本
屏
風
絵
集
成
第
三
巻
山
水
画 

南
画
山
水
』
講
談
社
、一
九
八
二

年
十
一
月

広
渡
正
利
『
博
多
承
天
寺
史
補
違
』
文
献
出
版
、
一
九
九
〇
年
五
月

辛
基
秀
・
仲
尾
宏
編
『
大
系
朝
鮮
通
信
使
―
辛
未
・
文
化
度
―
』
一
九
九
三
年
十
一
月

古
賀
精
里
『
精
里
全
書
』「
対
禮
餘
藻
外
集
附
録
」（
静
嘉
堂
文
庫
本
印
影
本
）
近
世
儒
家
文

集
集
成
第
十
五
巻
、
梅
澤
秀
夫
編
集
・
解
説
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
二
月

田
中
健
夫
『
前
近
代
の
国
際
交
流
と
外
交
文
書
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
十
月

李
元
植
『
朝
鮮
通
信
使
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
八
月

鈴
木
瑞
枝
『
松
崎
慊
堂 

そ
の
生
涯
と
彼
を
め
ぐ
る
人
々
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
二
年
四
月

高
橋
博
巳
『
佐
賀
偉
人
伝
⑪
草
場
佩
川
』
佐
賀
県
立
博
物
館
・
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
十
二

月
興
昌
禅
寺
『
興
昌
寺
誌
』
興
昌
禅
寺
、
二
〇
一
四
年
三
月

塚
本
麿
充
『
北
宋
絵
画
史
の
成
立
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
六
年
四
月

李

周
『
朝
鮮
後
期
慶
尚
道
地
域
画
員
研
究
』
東
亜
大
学
校
석
당
学
術
選
書
三
五　

図
書

出
版
해
성
、
二
〇
一
六
年
十
二
月

池
内
敏
『
絶
海
の
碩
学
―
近
世
日
朝
外
交
史
研
究
―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、二
〇
一
七
年

二
月日

高
真
吾
『
市
民
と
語
ら
う
地
域
文
化
財
―
か
ん
お
ん
じ
市
民
大
学
講
座 

朝
鮮
通
信
使
と

神
恵
院
扁
額
』大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
民
族
学
博
物
館
日
高
真
吾

研
究
室
、
二
〇
一
八
年
三
月

■
論
文

吉
沢
忠
「
文
人
画
・
南
宗
画
と
日
本
南
画
」『
南
画
と
写
生
画
』
原
色
日
本
の
美
術 

小
学
館
、

一
九
六
九
年
二
月

崔
炳
植
「
南
宗
画
之
研
究
與
其
対
朝
鮮
時
代
後
期
絵
画
之
影
響
」『
中
国
文
化
大
学
芸
術
研

究
所
』（
碩
士
論
文
）
一
九
八
二
年
六
月

田
中
健
夫
「
対
馬
以
酊
庵
の
研
究
―
近
世
対
朝
鮮
外
交
機
関
の
一
考
察
」『
東
洋
大
学
大
学

院
紀
要
』
二
四
号
、
東
洋
大
学
、
一
九
八
八
年

秋
宗
康
子「
対
馬
以
酊
庵
に
赴
い
た
相
国
寺
派
輪
番
僧
に
つ
い
て
」『
立
命
館
文
学
』五
二
一

号
、
立
命
館
大
学
人
文
学
会
、
一
九
九
一
年
六
月

洪
善
杓
「
朝
鮮
後
期
韓
・
日
間
画
蹟
の
交
流
」『
美
術
史
研
究
』
十
一
、
美
術
史
研
究
会
、
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一
九
九
七
年
十
二
月

洪
善
杓
「
朝
鮮
後
期
通
信
使
随
行
画
員
と
日
本
南
画
」『
朝
鮮
通
信
使
研
究
』
創
刊
号
、
朝

鮮
通
信
使
学
会
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月

洪
善
杓
「
慈
照
院
の
書
画
」『
相
国
寺
塔
頭
慈
照
院
所
蔵
朝
鮮
通
信
使
遺
物
図
録
』
慈
照
院
・

朝
鮮
通
信
使
文
化
事
業
会
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月

李
誠
訓
「
朝
鮮
後
期
に
お
け
る

山
地
域
の
絵
画
活
動
」『

山
の
美
術 

朝
鮮
王
朝
時
代
の

絵
師
と
絵
画
活
動
』
福
岡
市
立
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
三
月

李

周
「

山
の
絵
師
た
ち
」『

山
の
美
術 

朝
鮮
王
朝
時
代
の
絵
師
と
絵
画
活
動
』
福
岡

市
立
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
三
月

岡
部
良
一
「
小
通
事
朴
徳
源
の
再
検
討
」『
朝
鮮
通
信
使
地
域
史
研
究
』
創
刊
号
、
朝
鮮
通

信
使
縁
地
連
地
方
部
研
究
会
、
二
〇
一
五
年
十
月

池
世
梨
「
以
酊
庵
輪
番
僧
に
よ
る
近
世
朝
鮮
文
物
の
伝
来
に
つ
い
て
：
茶
道
具
を
中
心
に
」

『
ア
ジ
ア
史
学
論
集
』
一
〇
号
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
、
二
〇
一
六
年
一

月
李

周
「
朝
鮮
通
信
使
ユ
ネ
ス
コ
登
録
対
象
の
絵
画
研
究
」『
朝
鮮
通
信
使
地
域
史
研
究
』

第
二
号
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
朝
鮮
通
信
使
縁
地
連
研
究
部
会
、
二
〇
一
七
年
十
一
月

岡
部
良
一
「
朴
徳
源
に
関
す
る
新
史
料
考
」『
朝
鮮
通
信
使
地
域
史
研
究
』
第
二
号
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

朝
鮮
通
信
使
縁
地
連
研
究
部
会
、
二
〇
一
七
年
十
一
月

■
図
録

東
京
国
立
博
物
館
『
朝
鮮
通
信
使 

近
世
２
０
０
年
の
日
韓
文
化
交
流
』
一
九
八
五
年
十
月

大
和
文
華
館
『
李
朝
絵
画
〔
隣
国
の
明
澄
な
美
の
世
界
〕』
一
九
九
六
年
八
月

佐
賀
県
立
名
護
屋
城
博
物
館
『
誠
心
の
交
わ
り
ー
文
化
八
年
の
朝
鮮
通
信
使
』
一
九
九
七
年

十
月田

原
市
博
物
館
『
館
蔵
名
品
選
Ⅱ
』
二
〇
〇
四
年
十
月

成
田
山
書
道
美
術
館
『
近
代
文
人
の
い
と
な
み
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月

山
博
物
館
『
長
い
交
わ
り
ー
韓
国
と
日
本
』
二
〇
〇
八
年
九
月

栃
木
県
立
美
術
館
ほ
か
『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
』
二
〇
〇
八
年
十
月

慈
照
院
・
朝
鮮
通
信
使
文
化
事
業
会
『
相
国
寺
塔
頭
慈
照
院
所
蔵
朝
鮮
通
信
使
遺
物
図
録
』

二
〇
〇
八
年
一
二
月

Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
三
星
美
術
館
『
朝
鮮
画
員
大
展
』
二
〇
一
一
年
十
月

福
岡
市
立
美
術
館
『

山
の
美
術 

朝
鮮
王
朝
時
代
の
絵
師
と
絵
画
活
動
』
二
〇
一
二
年
三

月
高
麗
美
術
館
『
朝
鮮
通
信
使
と
京
都
』
二
〇
一
三
年
十
月

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館『
対
馬
藩
と
朝
鮮
通
信
使
―
十
二
万
点
の
宗
家
文
書
が
語
る
歴
史
の

真
実
』
二
〇
一
三
年
十
月

山
博
物
館
『
朝
鮮
時
代
の
通
信
使
と

山
』
二
〇
一
五
年
十
月

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
・
駐
名
古
屋
大
韓
民
国
総
領
事
館
・
徳
川
美
術
館
・
中
日
新
聞
社
『
豊

か
な
る
朝
鮮
王
朝
の
文
化 

交
流
の
遺
産
―
』
二
〇
一
五
年
十
月

山
博
物
館
『

山
博
物
館
所
蔵
書
画
』
二
〇
一
六
年
六
月

和
歌
山
県
立
博
物
館
『
蘆
雪
溌
剌
：
草
堂
寺
と
紀
南
の
至
宝
』
二
〇
一
六
年
十
月

佐
賀
県
立
博
物
館
・
美
術
館
『
没
後
１
５
０
年
草
場
佩
川 

奇
才
の
遺
産
』
二
〇
一
八
年
十
二

月

（
本
学
文
学
部
授
業
担
当
講
師
）


